
発
し
、
独
自
の
安
全
確
保
構

想
を
掲
げ
て
い
る
。
核
合
意

を
逸
脱
し
て
ウ
ラ
ン
濃
縮
を

同
日
拡
大
し
、
欧
米
諸
国
と

の
緊
張
が
高
ま
っ
て
お
り
、

さ
ら
に
対
立
が
深
ま
る
恐
れ

が
あ
る
。

　

日
本
政
府
は
、
自
衛
隊
を

中
東
に
独
自
派
遣
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。

　

バ
ー
レ
ー
ン
に
拠
点
を
置

く
米
海
軍
第
５
艦
隊
の
発
表

に
よ
る
と
、
マ
ロ
イ
米
中
央

海
軍
司
令
官
は
式
典
で
「
中

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
安
全
確
保

米
主
導
有
志
連
合
が
本
格
始
動

３
度
の
被
災
に
も
負
け
ず
再
開

千
葉
、
観
光
施
設
２
カ
月
ぶ
り

国
や
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
な
ど

を
加
え
た
７
カ
国
が
参
加
。

各
国
艦
船
に
よ
る「
番
人（
セ

ン
チ
ネ
ル
）
作
戦
」
が
本
格

始
動
す
る
。
イ
ラ
ン
の
友
好

国
の
日
本
は
加
わ
ら
な
か
っ

た
。

　

イ
ラ
ン
は
有
志
連
合
に
反

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
＝
池

田
快
】
イ
ラ
ン
沖
・
ホ
ル
ム

ズ
海
峡
な
ど
の
安
全
確
保
を

目
的
と
す
る
米
主
導
の
有
志

連
合
の
司
令
部
発
足
式
典
が

７
日
、
バ
ー
レ
ー
ン
で
開
催

さ
れ
た
。
対
イ
ラ
ン
包
囲
網

構
築
を
目
指
す
米
国
に
、
英

立
て
続
け
に
災
害
に
見
舞
わ

れ
、
そ
の
た
び
に
再
開
を
延

期
。
職
員
は
「
三
度
目
の
正

直
。
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
」
と

呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

台
風
１
５
号
の
被
害
は

９
日
で
発
生
か
ら
２
カ

月
。
千
葉
県
内
で
は
住
宅
約

５
万
７
千
棟
が
損
壊
し
、
農

業
や
観
光
業
も
打
撃
を
受
け

た
。

　

館
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク

は
季
節
ご
と
の
花
や
砂
で
つ

く
っ
た
ア
ー
ト
が
見
ど
こ
ろ

で
、
年
間
約
１
０
万
人
が
訪

れ
る
。
９
月
９
日
の
１
５
号

の
暴
風
で
見
頃
を
迎
え
た
コ

ス
モ
ス
や
ダ
リ
ア
が
吹
き
飛

び
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
も
壊

れ
た
。

　
「
ど
こ
か
ら
手
を
つ
け
た

ら
い
い
の
か
」。
台
風
通
過

後
、
長
谷
川
元
喜
副
支
配
人

は
変
わ
り
果
て
た
施
設
の
復

首
相
「
災
害
復
興
も
加
速
」

　
【
共
同
】
安
倍
晋
三
首
相
は
８
日
、
関
係
閣
僚
に
経
済
対
策
の
策
定
を
指
示
し
た
。
台
風
１
９
号
な
ど
相
次
ぐ
自

然
災
害
を
踏
ま
え
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に
対
応
。
海
外
経
済
の
下
振
れ
リ
ス
ク
が
高
ま
る
中
、

景
気
を
下
支
え
す
る
。
年
末
に
か
け
て
２
０
１
９
年
度
補
正
予
算
案
と
２
０
年
度
当
初
予
算
案
の
二
段
構
え
で
編
成

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
策
費
を
盛
り
込
む
。
対
策
の
規
模
は
国
費
の
総
額
で
数
兆
円
に
な
る
見
通
し
。

数
兆
円
規
模
で
景
気
下
支
え

３
年
ぶ
り
経
済
対
策
で
国
土
強
靱
化

２０２０年の東京五輪・パラリンピックを記念した１万円金貨や
千円銀貨などの打ち初め式に参加した（左から）沖口誠さん、
上山友裕さん、田知本遥さん＝８日午後、大阪市の造幣局（共同）

死
亡
し
た
男
子
大
学
生
が
転
落
し
た

現
場
近
く
で
黙
と
う
す
る
人
た
ち
＝

８
日
、
香
港
・
新
界
地
区
（
共
同
）

（１） ２０１９年第５３６７号  １１月 ９日 （土曜日）

対
イ
ラ
ン
、
緊
張
激
化
も

桜
島
で
噴
煙

５
５
０
０
メ
ー
ト
ル

受
け
て
、
農
業
を
中
心
と
す

る
国
内
産
業
へ
の
支
援
策
な

ど
も
打
ち
出
す
。

　

消
費
税
増
税
対
策
と
し
て

１
０
月
に
始
ま
っ
た
、
現
金

を
使
わ
な
い
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
へ
の
ポ
イ
ン
ト
還
元

制
度
で
は
、
還
元
額
が
想
定

を
上
回
っ
て
推
移
し
て
い
る

た
め
、予
算
を
上
積
み
す
る
。

　

政
府
は
積
極
的
な
財
政
出

動
に
踏
み
切
る
考
え
だ
が
、

２
０
年
度
の
予
算
は
要
求
段

階
で
過
去
最
高
を
更
新
し
て

お
り
、
歳
出
の
拡
大
が
懸
念

さ
れ
る
。
経
済
成
長
と
財
政

健
全
化
の
バ
ラ
ン
ス
が
一
段

と
求
め
ら
れ
そ
う
だ
。

半
壊
住
宅
も
公
費
解
体
へ

豪
雨
被
害
、
環
境
相
が
表
明

　
【
共
同
】
小
泉
進
次
郎
環

南
岳
山
頂
火
口
は
０
０
年
以
来

「
宇
高
航
路
」
打
ち
切
り
へ

収
益
悪
化
で
四
国
フ
ェ
リ
ー

境
相
は
８
日
の
記
者
会
見

で
、
台
風
１
９
号
な
ど
一
連

の
豪
雨
で
「
半
壊
」
と
認
定

さ
れ
た
家
屋
の
解
体
費
を
、

国
と
市
町
村
が
負
担
す
る
と

明
ら
か
に
し
た
。
現
行
制
度

で
は
、
公
費
に
よ
る
解
体
は

住
む
こ
と
が
で
き
な
い
「
全

壊
」
に
限
ら
れ
る
が
、
被
害

の
大
き
さ
を
考
慮
し
た
。
熊

本
地
震
や
西
日
本
豪
雨
な
ど

で
も
同
様
の
措
置
を
取
っ
て

お
り
、
今
回
で
５
例
目
。

　

家
屋
が
半
壊
し
、
こ
れ
以

上
住
め
な
い
と
判
断
し
た
所

有
者
の
申
請
に
応
じ
、
市
町

村
が
解
体
手
続
き
を
代
行
す

る
。
す
で
に
自
己
負
担
で
解

体
を
終
え
て
い
て
も
、
標
準

的
な
費
用
を
受
給
で
き
る
場

合
が
あ
る
。
費
用
の
大
半
は

国
が
負
担
し
、
市
町
村
の
持

ち
出
し
を
抑
え
る
。

国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）、
ア
ル

バ
ニ
ア
。有
志
連
合
構
想
は
、

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
周
辺
で
５
月

以
降
、
日
本
の
タ
ン
カ
ー

な
ど
が
攻
撃
さ
れ
た
事
件
を

受
け
、
米
政
権
が
船
舶
の
安

全
確
保
を
目
的
に
打
ち
出
し

た
。

　

イ
ラ
ン
は
７
日
、
米
国
の

制
裁
強
化
に
対
抗
す
る
第
４

弾
の
措
置
と
し
て
、
イ
ラ
ン

核
合
意
の
制
限
を
逸
脱
し
中

部
フ
ォ
ル
ド
ゥ
の
地
下
施
設

で
の
ウ
ラ
ン
濃
縮
を
再
開
し

た
。

東
京
五
輪
記
念

金
貨
打
ち
初
め

大
阪
の
造
幣
局

６
８
億
円
だ
っ
た
と
発
表
し

た
。
統
計
を
取
り
始
め
た

２
０
０
５
年
度
以
降
で
２
番

目
に
高
く
、５
年
連
続
の
増
。

　

申
告
漏
れ
所
得
の
総
額
は

前
年
度
比
３
８
・
２
％
増
の

　
【
香
港
共
同
】
香
港
・
新

界
地
区
で
４
日
未
明
に
香
港

政
府
な
ど
へ
の
抗
議
活
動
が

行
わ
れ
て
い
た
際
、
現
場
近

く
の
駐
車
場
ビ
ル
か
ら
転
落

し
て
重
体
と
な
っ
て
い
た
男

子
大
学
生
が
８
日
、
死
亡
し

た
。
学
生
が
抗
議
活
動
に
参

加
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
不

明
。
香
港
メ
デ
ィ
ア
が
報
じ

た
。
デ
モ
隊
側
は
、
警
官
隊

が
発
射
し
た
催
涙
弾
を
避
け

よ
う
と
し
て
落
下
し
た
疑
い

が
あ
る
と
主
張
し
た
。

　

立
法
会
（
議
会
）
の
民
主

派
議
員
ら
は
声
明
を
発
表
し

「
デ
モ
の
現
場
で
負
傷
し
、

命
を
失
う
人
が
出
た
の
は
初

め
て
だ
」
と
非
難
し
た
。
さ

ら
に
学
生
転
落
の
真
相
を
究

明
す
る
よ
う
求
め
た
。

　

香
港
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る

と
、
こ
の
学
生
は
香
港
科
学

技
術
大
２
年
の
周
梓
楽
さ
ん

（
２
２
）。
香
港
政
府
報
道
官

は
同
日
、
周
さ
ん
の
死
に
対

し
て
哀
悼
の
意
を
表
明
し

「
警
察
は
全
力
で
調
べ
て
お

り
、
転
落
の
経
緯
を
明
ら
か

に
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

６
月
か
ら
約
５
カ
月
に
わ

１
兆
３
８
１
３
億
円
だ
っ

た
一
方
、
追
徴
し
た
法
人

税
額
は
同
０
・
２
％
減
の

１
９
４
３
億
円
だ
っ
た
。
赤

字
と
相
殺
さ
れ
た
た
め
と
み

ら
れ
る
。

　

申
告
漏
れ
を
指
摘
さ
れ
た

の
は
、
調
査
対
象
９
万
９
千

社
の
う
ち
７
万
４
千
社
。
う

ち
２
万
１
千
社
が
悪
質
な
仮

　
【
共
同
】
国
税
庁
は
８
日
、

今
年
６
月
ま
で
の
１
年
間

に
実
施
し
た
法
人
調
査
の

結
果
、
海
外
取
引
に
関
す

る
申
告
漏
れ
所
得
が
前
年

度
比
８
９
・
９
％
増
の
６
９ 

　

政
府
の
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
盛
り
込
ん
だ
。
小
泉
氏

は
「
ま
ず
は
身
近
な
と
こ
ろ

か
ら
、
切
れ
目
な
い
対
策
を

行
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し

た
。

　
【
共
同
】
８
日
午
後
５
時

２
５
分
ご
ろ
、
鹿
児
島
市
の

　
【
共
同
】
９
月
の
台
風

１
５
号
で
大
き
な
被
害
を
受

け
た
千
葉
県
館
山
市
で
８

日
、
観
光
施
設
「
館
山
フ
ァ

ミ
リ
ー
パ
ー
ク
」
が
営
業
を

再
開
し
た
。
同
施
設
は
１
０

月
に
台
風
１
９
号
、
豪
雨
と

海
外
取
引
の
申
告
漏
れ
８
９
％
増

法
人
税
調
査
、
国
税
庁

　

台
風
１
５
号
や
１
９
号
な

ど
一
連
の
豪
雨
や
暴
風
に
よ

る
被
災
者
の
生
活
と
事
業
再

建
に
向
け
た
対
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
を
実
行
に
移
す
た
め
、

１
９
年
度
予
算
の
予
備
費
か

ら
１
３
１
６
億
円
を
支
出
す

る
こ
と
も
閣
議
決
定
し
た
。

　

台
風
１
９
号
に
よ
る
堤
防

の
決
壊
な
ど
想
定
を
超
え
る

災
害
が
頻
発
し
て
お
り
、
防

災
・
減
災
イ
ン
フ
ラ
の
強
化

を
加
速
さ
せ
る
。
当
面
の
復

旧
・
復
興
費
用
は
８
日
閣
議

決
定
の
１
３
１
６
億
円
の
予

備
費
か
ら
支
出
し
、
経
済
対

策
で
さ
ら
に
中
長
期
的
な
課

題
に
対
応
す
る
。

　

米
中
貿
易
摩
擦
や
英
国
の

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
離
脱
問

題
な
ど
に
よ
る
世
界
経
済
の

減
速
や
、
消
費
税
増
税
に
よ

る
景
気
悪
化
を
防
ぐ
た
め
、

必
要
な
対
策
を
講
じ
る
。
日

米
貿
易
協
定
の
最
終
合
意
を

　

経
済
対
策
の
策
定
は
１
６

年
８
月
以
来
、
約
３
年
ぶ
り

と
な
る
。
首
相
は
８
日
の
閣

議
で
「
復
旧
復
興
の
取
り
組

み
を
加
速
し
、
海
外
発
の
リ

ス
ク
へ
の
対
応
、
生
産
性
の

向
上
な
ど
の
た
め
新
た
に
経

済
対
策
を
策
定
す
る
」
と
表

明
し
た
。
菅
義
偉
官
房
長
官

が
明
ら
か
に
し
た
。

　

首
相
指
示
を
受
け
、
政
府

は
２
０
年
度
ま
で
の
３
年
間

で
実
施
中
の「
国
土
強
靱
化
」

に
向
け
た
重
要
イ
ン
フ
ラ
緊

急
対
策
で
、
事
業
費
を
総
額

７
兆
円
か
ら
上
積
み
す
る
方

向
で
検
討
に
入
っ
た
。
対
策

を
実
行
し
つ
つ
、
今
回
の
台

風
被
害
を
踏
ま
え
た
新
た
な

事
業
も
拡
充
す
る
方
針
だ
。

低
金
利
で
資
金
調
達
で
き
る

環
境
を
追
い
風
に
財
政
投
融

資
も
積
極
的
に
活
用
。
２
０

年
東
京
五
輪
後
の
国
内
景
気

の
下
支
え
に
取
り
組
む
。

東
の
重
要
な
航
路
で
の
航
行

の
自
由
を
守
る
た
め
、
監
視

と
安
全
を
強
化
す
る
」
と
強

調
し
た
。　

　

各
国
が
艦
船
や
要
員
を
派

遣
し
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
、
ペ

ル
シ
ャ
湾
、
オ
マ
ー
ン
湾
、

イ
エ
メ
ン
沖
の
バ
ベ
ル
マ
ン

デ
ブ
海
峡
を
航
行
す
る
船
舶

の
安
全
確
保
の
た
め
、
警
戒

監
視
に
当
た
る
。

　

有
志
連
合
の
参
加
国
は
こ

の
ほ
か
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

バ
ー
レ
ー
ン
、
ア
ラ
ブ
首
長

四
国
連
絡
高
速
道
路
の
料
金

引
き
下
げ
や
燃
料
費
高
騰
で

収
支
の
悪
化
は
止
ま
ら
ず
、

減
便
を
繰
り
返
し
て
い
た
。

旧
に
追
わ
れ
た
。
停
電
で
井

戸
水
が
く
み
上
げ
ら
れ
な
い

た
め
車
に
タ
ン
ク
を
積
み
、

温
室
ま
で
何
十
回
も
水
を
運

ん
だ
。
世
界
的
な
砂
像
彫
刻

家
が
作
製
し
た
高
さ
約
４

メ
ー
ト
ル
の
砂
像
も
崩
壊
し

た
。

　

最
初
の
再
開
予
定
は
１
０

月
１
２
日
と
し
た
が
、
こ
の

日
に
台
風
１
９
号
が
上
陸
。

次
に
目
指
し
た
同
月
２
５
日

に
は
、
県
内
で
１
１
人
が
死

亡
し
た
豪
雨
に
よ
り
、
完
成

間
近
だ
っ
た
砂
像
は
再
び
崩

れ
た
。
長
谷
川
さ
ん
は「『
再

開
は
ま
だ
早
い
ぞ
』
と
言
わ

れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
災
害

が
続
い
た
」
と
振
り
返
る
。

　

そ
れ
で
も
職
員
約
３
０
人

が
力
を
合
わ
せ
再
開
に
向
け

て
奮
闘
し
た
。
砂
像
は
作

家
本
人
が
造
り
直
し
、
職
場

体
験
に
訪
れ
た
地
元
の
中
学

香
港
、
大
学
生
が
転
落
し
死
亡

「
初
の
死
者
」
と
民
主
派

た
っ
て
続
い
て
い
る
「
逃
亡

犯
条
例
」
改
正
案
を
き
っ
か

け
に
し
た
抗
議
活
動
が
、
周

さ
ん
の
死
亡
で
さ
ら
に
激
化

す
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。

　

香
港
警
察
は
８
日
、
記
者

会
見
で
、
周
さ
ん
が
転
落
し

た
駐
車
場
の
近
く
で
催
涙
弾

を
発
射
し
て
い
た
こ
と
を
認

め
た
上
で
「
周
さ
ん
の
転
落

と
関
連
が
あ
る
の
か
ど
う
か

調
べ
る
」
と
表
明
し
た
。
こ

れ
ま
で
警
察
は
、
転
落
現
場

は
催
涙
弾
を
発
射
し
た
場
所

か
ら
離
れ
す
ぎ
て
い
る
と
し

て
、
因
果
関
係
を
否
定
し
て

き
た
。
一
部
メ
デ
ィ
ア
も
現

（
３
５
）
が
転
落

し
て
死
亡
し
た
。

男
性
は
ビ
ル
の
足

場
を
乗
り
越
え
よ

う
と
し
た
際
に
宙

づ
り
に
な
り
、
救

助
に
駆
け
付
け
た

消
防
隊
員
を
振
り

払
お
う
と
し
て
転

落
し
た
。

　

香
港
政
府
は
９

月
、
逃
亡
犯
条
例

改
正
案
の
撤
回
を

表
明
し
た
が
、
デ

モ
隊
側
は
普
通
選

挙
の
導
入
な
ど
を

求
め
て
抗
議
を
続

け
て
い
る
。

生
が
約
３
千
株
の
花
を
植
え

た
。

　

８
日
は
秋
晴
れ
の
中
再

開
。
ド
ッ
グ
ラ
ン
に
愛
犬
を

遊
ば
せ
に
来
た
鋸
南
町
の
蛭

田
政
美
さ
ん（
４
７
）は「
年

間
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
っ
て
い

て
月
１
回
ほ
ど
来
る
。
自
宅

は
瓦
が
飛
び
屋
根
に
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
が
張
っ
て
あ
る
が
、

今
日
は
犬
も
喜
ん
で
い
る
み

た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　

長
谷
川
さ
ん
は
「
無
事

オ
ー
プ
ン
で
き
て
よ
か
っ

た
。
今
後
は
丈
夫
な
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
に
す
る
な
ど
、
台

風
対
策
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
」
と
話
し
た
。

　
【
共
同
】
高
松
市
の
四
国

フ
ェ
リ
ー
が
、
高
松
―
宇

野
（
岡
山
県
玉
野
市
）
を
結

ぶ
宇
高
航
路
の
運
航
を
１
２

月
中
旬
に
も
打
ち
切
る
方
針

を
固
め
た
こ
と
が
８
日
、
複

数
の
関
係
者
へ
の
取
材
で
分

か
っ
た
。
利
用
客
の
減
少
に

よ
る
収
支
悪
化
の
影
響
と
み

ら
れ
、
同
社
が
来
週
に
も
国

土
交
通
省
四
国
運
輸
局
に
届

け
出
る
見
通
し
。

　

国
道
フ
ェ
リ
ー（
高
松
市
）

が
２
０
１
２
年
１
０
月
に
宇

高
航
路
の
運
航
を
休
止
し
て

お
り
、
現
在
は
四
国
フ
ェ

リ
ー
グ
ル
ー
プ
の
１
社
の
み

の
運
航
と
な
っ
て
い
る
。

　

宇
高
航
路
は
、
１
９
１
０

年
６
月
に
「
宇
高
連
絡
船
」

の
運
航
が
始
ま
っ
て
以
来
、

８
８
年
４
月
に
瀬
戸
大
橋
が

開
通
す
る
ま
で
、
四
国
と
本

州
を
結
ぶ
主
要
な
交
通
手
段

だ
っ
た
。

　

フ
ェ
リ
ー
は
６
１
年
か

ら
就
航
。
四
国
フ
ェ
リ
ー

は
、
経
営
の
悪
化
を
理
由
に

２
０
１
０
年
に
も
航
路
廃
止

を
い
っ
た
ん
表
明
し
た
が
、

利
用
者
ら
の
要
望
を
受
け
、

航
路
の
廃
止
届
を
取
り
下
げ

た
。

　

し
か
し
、
１
４
年
の
本
州

装
・
隠
蔽
を
伴
う
所
得
隠
し

を
指
摘
さ
れ
た
。

　

法
人
の
消
費
税
は
９
万
５ 

千
社
中
５
万
６
千
社
で
申
告

漏
れ
な
ど
が
あ
り
、
追
徴
税

額
は
８
０
０
億
円
。

　

調
査
事
例
で
は
、
機
械
部

品
製
造
会
社
と
関
連
会
社
計

３
社
が
、
廃
液
か
ら
抽
出
し

た
レ
ア
メ
タ
ル
を
資
産
に
計

上
し
て
い
な
か
っ
た
な
ど
と

し
て
、
関
東
信
越
国
税
局
が

法
人
税
１
１
億
７
千
万
円
の

申
告
漏
れ
を
指
摘
。
重
加
算

税
を
含
む
３
億
４
７
０
０
万

円
を
追
徴
し
た
。

桜
島
・
南
岳
山
頂
火
口
で
爆

発
的
噴
火
が
あ
り
、
噴
煙
の

高
さ
が
火
口
か
ら
５
５
０
０

メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
。
鹿
児

島
地
方
気
象
台
に
よ
る
と
、

桜
島
で
５
千
メ
ー
ト
ル
以
上

の
噴
煙
が
上
が
っ
た
の
は
、

昭
和
火
口
で
の
２
０
１
６
年

７
月
以
来
で
、
南
岳
山
頂
火

口
で
は
０
０
年
１
０
月
以

来
。
鹿
児
島
県
に
よ
る
と
、

被
害
は
確
認
さ
れ
て
い
な

い
。

　
【
共
同
】
２
０
２
０
年
東

京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
記
念
し
た
１
万
円
金
貨
や

千
円
銀
貨
の
打
ち
初
め
式
が

８
日
、
大
阪
市
北
区
の
造
幣

局
で
開
か
れ
、
歴
代
メ
ダ
リ

ス
ト
ら
が
参
加
し
た
。

　

金
貨
（
直
径
２
６
ミ
リ
）

は
ギ
リ
シ
ャ
の
女
神
像
、
銀

貨
（
直
径
４
０
ミ
リ
）
は
体

操
や
車
い
す
テ
ニ
ス
の
選
手

ら
を
躍
動
的
に
描
い
て
い

る
。

　

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪

柔
道
女
子
金
メ
ダ
ル
の
田
知

本
遥
さ
ん
ら
が
製
造
開
始
の

ボ
タ
ン
を
押
す
と
「
ガ
チ
ャ

ン
」
と
い
う
音
と
と
も
に
金

貨
な
ど
が
次
々
と
打
ち
出
さ

れ
た
。

　

式
典
後
、
金
貨
を
手
に
し

た
北
京
五
輪
体
操
男
子
団
体

総
合
銀
メ
ダ
ル
の
沖
口
誠
さ

ん
は
「
存
在
感
が
あ
り
ま
す

ね
」
と
話
し
、
田
知
本
さ
ん

ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
２
１
日

ま
で
購
入
を
申
し
込
め
る
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
０
５
０

（
５
５
４
８
）
８
６
８
６
。

　

気
象
台
に
よ
る
と
、
南
岳

山
頂
火
口
で
は
今
年
既
に

１
３
０
回
以
上
の
爆
発
的
噴

火
を
観
測
し
て
お
り
、
今
月

７
日
に
も
、
噴
煙
が
３
千

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
爆
発
的

噴
火
が
２
度
あ
っ
た
。
山
体

の
膨
張
も
確
認
さ
れ
て
お

り
、
南
岳
直
下
の
マ
グ
マ
の

供
給
量
が
増
え
て
い
る
と
み

ら
れ
る
。

　

気
象
台
は
「
今
後
も
引
き

続
き
噴
火
し
、
火
口
か
ら
１

は
「
将
来
、

手
に
持
っ
て

東
京
大
会
を

思
い
出
し
て

も
ら
え
た
ら
」

と
呼
び
掛
け

た
。

　

ア
ー
チ
ェ

リ
ー
の
東
京

パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
代
表
、

上
山
友
裕
選

手
は
「
大
会

で
活
躍
し
た

い
」
と
意
気

込
ん
だ
。

　

は
が
き
か

造
幣
局
オ
ン

場
に
催
涙
弾
の
痕
跡
は
な

か
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。

　

デ
モ
に
関
連
し
て
は
６

月
、
工
事
中
の
ビ
ル
に
逃
亡

犯
条
例
改
正
案
に
反
対
す
る

横
断
幕
を
掲
示
し
た
男
性

キ
ロ
以
上
離
れ
た
場
所
に
も

大
き
な
噴
石
が
飛
ん
だ
り
、
小
規
模
な
火
砕
流
が
起
こ
っ

た
り
す
る
恐
れ
が
あ
る
」
と
し
て
、
警
戒
を
呼
び
掛
け
て

い
る
。



Ｖ
Ｚ
報
道
や
威
嚇
が
反
発
招
き

こ
と
が
あ
る
が
、
現
ト
ラ
ン

プ
政
権
は
キ
ュ
ー
バ
へ
の
強

硬
姿
勢
を
強
め
て
い
る
。

　

伯
国
の
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
政
権

は
米
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
べ
っ

た
り
で
、
そ
の
姿
勢
が
今
回

の
初
の
制
裁
解
除
決
議
案
反

対
に
つ
な
が
っ
た
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
生

動
画
配
信
で
、「
伯
国
は
初

め
て
、
対
キ
ュ
ー
バ
問
題
で

米
国
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
。

つ
ま
り
経
済
制
裁
に
賛
成
と

い
う
こ
と
だ
。
だ
い
た
い
、

キ
ュ
ー
バ
は
民
主
主
義
体
制

な
の
か
？　

そ
う
で
は
な

い
。
独
裁
体
制
だ
。
独
裁
体

制
は
そ
れ
な
り
に
扱
わ
れ
る

べ
き
だ
」
と
語
っ
た
。

　

エ
ル
ネ
ス
ト
・
ア
ラ
ウ
ー

ジ
ョ
外
相
も
、「
伯
国
は

今
日
の
国
連
総
会
で
、
反

キ
ュ
ー
バ
に
票
を
投
じ
た
。

キ
ュ
ー
バ
は
１
９
６
０
年
代

か
ら
毎
年
、
米
国
の
経
済
制

　
９
日
、最
高
裁
で
「
第
２
審
の
有
罪
で
刑
執
行
か
否
か
」
の
審
理
の
結
果
が
出
て
、

判
事
投
票
の
末
、
同
裁
が
２
０
１
６
年
１
０
月
に
出
し
て
い
た
、
２
審
後
の
刑
執
行

が
６
対
５
で
否
定
さ
れ
た
。
こ
れ
で
、
パ
ラ
ナ
州
連
邦
警
察
に
収
監
中
の
ル
ー
ラ
元

大
統
領
が
釈
放
さ
れ
る
可
能
性
も
出
て
き
た
。
８
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

言
が
あ
っ
た
他
、
検
察
庁
や

議
会
、
ネ
ッ
ト
上
の
国
民

か
ら
も
反
対
の
声
が
多
く
あ

が
っ
て
い
た
。

　

だ
が
、
審
理
は
休
憩
後
、

す
ぐ
に
再
開
さ
れ
た
。
ト

フ
ォ
リ
長
官
は
「
憲
法
に
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
従
う

べ
き
」
と
の
見
解
を
示
し
、

現
行
の
刑
法
２
８
３
条
で
定

め
ら
れ
て
い
る
方
針
に
従
う

意
向
を
示
し
た
。つ
ま
り
は
、

２
審
で
の
刑
執
行
に
反
対
の

意
向
を
表
明
し
た
わ
け
で
、

こ
れ
に
よ
り
、
投
票
結
果
は

逆
転
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ

た
の
は
、
不
法
に
ア
ク
セ
ス

し
た
携
帯
電
話
の
通
信
記

録
を
基
に
し
た
「
ヴ
ァ
ザ
・

ジ
ャ
ッ
ト
（
Ｖ
Ｚ
）
報
道
」

に
よ
り
、
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ

ト
作
戦
（
Ｌ
Ｊ
）
担
当
判
事

だ
っ
た
セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ
現

法
相
と
パ
ラ
ナ
州
の
Ｌ
Ｊ
班

主
任
の
デ
ウ
タ
ン
・
ダ
ラ
グ

ノ
ル
捜
査
官
の
間
で
、
司
法

と
警
察
機
構
の
独
立
性
な
ど

を
疑
わ
れ
る
癒
着
ぶ
り
や
、

客
観
性
を
欠
い
た
事
件
の
推

理
、
捜
査
対
象
の
政
治
家
を

　

最
高
裁
で
の
注
目
の
審
理

は
「
第
２
審
有
罪
で
の
刑
執

行
」
が
覆
る
と
い
う
結
果
に

終
わ
り
、
７
日
夜
か
ら
８
日

朝
に
か
け
て
、
伯
国
は
そ
の

ニ
ュ
ー
ス
一
色
と
な
っ
た
。

審
理
前
は
「
判
断
が
覆
れ
ば

最
高
裁
閉
鎖
だ
」
な
ど
と
息

巻
い
て
い
た
一
部
国
民
が
い

依
り
好
み
し
た
り
し
た
疑
惑

が
生
じ
、
司
法
界
か
ら
の
強

い
反
発
を
得
た
こ
と
の
反
発

が
大
き
か
っ
た
。

　

ま
た
、
票
を
逆
転
さ
せ
た

ロ
ー
ザ
・
ウ
ェ
ベ
ル
判
事
に

対
す
る
、
反
対
派
の
事
前
の

威
嚇
行
為
な
ど
も
問
題
視
さ

れ
て
い
た
。

　

こ
の
投
票
結
果
を
受
け
、

ヴ
ァ
ザ
・
ジ
ャ
ッ
ト
報
道
後

に
と
み
に
活
性
化
し
て
い
た

「
ル
ー
ラ
・
リ
ー
ブ
リ
（
釈

放
）」
運
動
を
展
開
し
て
い

た
労
働
者
党
（
Ｐ
Ｔ
）
の
支

持
者
は
、
各
地
で
喜
び
を
爆

発
さ
せ
た
。

　

た
だ
、ト
フ
ォ
リ
長
官
は
、

議
会
で
の
刑
法
２
３
８
条
の

改
正
に
は
前
向
き
な
判
断
を

示
し
て
い
る
。
仮
に
議
会
が

「
２
審
で
刑
執
行
」、
も
し
く

は
ト
フ
ォ
リ
判
事
が
支
持
し

て
い
る
と
い
わ
れ
る
「
３
審

ト
フ
ォ
リ
長
官
の
最
終
票
で
決
着

裁
を
非
難
す
る
決
議
案
を
国

連
に
提
出
し
て
お
り
、
開
発

途
上
国
は
常
に
キ
ュ
ー
バ
を

擁
護
し
て
き
た
が
、
伯
国
は

今
回
、
真
実
を
擁
護
す
る
側

に
回
っ
た
」
と
ツ
イ
ー
ト
。

同
外
相
は
さ
ら
に
、「
伯
国

は
一
切

キ
ュ
ー

バ
に
共

感
し
な

い
」「
ベ

ネ
ズ
エ

ラ
の
マ

ド
ゥ
ー

ロ
体
制

は
、
南

米
大
陸

史
上
最

悪
の
独

裁
体
制

と
な
っ

て

い

る

が
、

　

同
決
議
案
に
反
対
し
た
の

は
米
国
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
伯

国
の
３
カ
国
だ
け
だ
っ
た
。

　

こ
の
決
議
に
は
強
制
力
は

な
く
、
米
国
は
キ
ュ
ー
バ
へ

の
経
済
制
裁
を
１
９
６
２

年
か
ら
続
け
て
い
る
。
米
国

は
、
対
キ
ュ
ー
バ
関
係
が
緩

和
し
た
オ
バ
マ
政
権
期
の

２
０
１
６
年
に
１
度
だ
け
、

同
決
議
案
採
決
を
棄
権
し
た

　

７
日
に
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
開
か
れ
た
国
連
総
会

で
、
米
国
が
と
っ
て
い
る
対

キ
ュ
ー
バ
制
裁
を
解
く
よ
う

に
求
め
る
決
議
案
が
採
決
さ

れ
、
賛
成
１
８
７
、
反
対
３
、

棄
権
２
で
承
認
さ
れ
た
。
同

決
議
案
は
１
９
９
２
年
以

降
、
毎
年
、
賛
成
多
数
で
承

認
さ
れ
て
い
た
が
、
常
に
賛

成
し
て
き
た
伯
国
が
、
今
回

初
め
て
反
対
に
回
っ
た
と
、

７
、８
日
付
伯
字
各
紙
、
サ

イ
ト
が
報
じ
た
。

国
連
総
会
決
議
で
方
針
転
換

先
住
民
リ
ー
ダ
ー
ら
首
都
で
デ
モ

同
じ
立
場
は
米
、イ
ス
ラ
エ
ル
だ
け

キ
ュ
ー
バ
は
そ
の
後
ろ

盾
」
な
ど
と
、
強
い
言
葉
で

キ
ュ
ー
バ
を
非
難
し
た
。

　

エ
ス
タ
ー
ド
紙
は
「
今
回

の
方
針
転
換
は
、
伯
国
の
外

交
の
基
本
方
針
の
変
化
と
い

う
よ
り
も
、
現
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

し
、
王
手
を
か
け
た
。

　

だ
が
、
ジ
ウ
マ
ー
ル
・
メ

ン
デ
ス
判
事
が
反
対
に
票
を

投
じ
た
後
、
セ
ウ
ソ
・
デ
・

メ
ロ
判
事
も
そ
れ
に
続
き
、

５
対
５
の
同
点
と
な
っ
た
。

　

残
る
は
ジ
ア
ス
・
ト
フ
ォ

リ
長
官
の
み
と
な
っ
た
時
点

で
、
周
囲
は
審
理
の
一
時
停

止
の
可
能
性
も
考
え
た
。
最

高
裁
で
は
注
目
度
の
高
い
審

理
を
行
う
場
合
、「
票
の
見

直
し
」
を
請
求
し
て
審
理
を

一
旦
止
め
、
結
審
を
延
期

す
る
こ
と
が
珍
し
く
な
い
た

め
、
そ
れ
に
倣
う
か
と
思
わ

れ
た
の
だ
。

　

今
回
の
審
理
に
関
し
て

は
、
ヴ
ィ
ラ
ス
・
ボ
ア
ス
元

陸
軍
司
令
官
が
最
高
裁
に
対

し
、「
票
を
逆
転
さ
せ
る
と

軍
が
黙
っ
て
い
な
い
」
な
ど

の
威
嚇
行
為
と
も
取
れ
る
発

ボウソナロ大統領（Antonio Cruz / Ag.Brasil）

７日のトフォリ長官（Lula Marques）

ル
ー
ラ
の
釈
放
は
ど
う
な
る
？

で
刑
執
行
」
と
い
う
内
容
で

法
改
正
を
行
え
ば
、
判
断
の

逆
転
は
あ
り
え
る
。
だ
が
、

そ
の
場
合
は
、
上
下
両
院
で

３
分
の
２
以
上
の
賛
同
を
２

度
得
な
い
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

ル
ー
ラ
氏
の
弁
護
団
は
８

日
、
ル
ー
ラ
氏
釈
放
を
求
め

て
動
き
出
し
た
。

た
が
、
そ
の
割
に
は
、
少
な

く
と
も
８
日
昼
現
在
で
は
そ

う
し
た
動
き
は
起
こ
っ
て
い

な
い
。
こ
の
審
理
当
日
に
、

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
派
の
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
、ア
ウ
グ
ス
ト
・
ヌ
ー

ネ
ス
氏
が
ヴ
ァ
ザ
・
ジ
ャ
ッ

ト
報
道
の
国
際
的
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
、
グ
レ
ン
・
グ
リ
ー

ン
ウ
ォ
ル
ド
氏
に
殴
り
か
か

り
、「
不
満
の
あ
る
人
に
対

し
て
暴
力
を
振
る
う
」
と
い

う
行
為
が
批
判
さ
れ
た
が
、

そ
う
し
た
影
響
も
あ
る
か

も
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ル
ー

ラ
元
大
統
領
の
釈
放
ま
で
目

が
離
せ
な
い
が
。

　
　
　
　
　

◎

　

８
日
発
売
の
ヴ
ェ
ー
ジ
ャ

誌
は
、現
在
話
題
の
「
門
番
」

ア
ル
ベ
ル
ト
・
マ
テ
ウ
ス
氏

を
表
紙
に
特
集
を
組
ん
だ
。

同
氏
は
、
マ
リ
エ
レ
・
フ
ラ

ン
コ
元
リ
オ
市
議
の
殺
人
グ

ル
ー
プ
の
一
人
が
犯
行
数
時

間
前
に
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領

の
コ
ン
ド
ミ
ニ
オ
を
訪
ね
た

際
、
大
統
領
の
許
可
を
得
て

入
場
さ
せ
た
と
供
述
し
た
人

物
。
こ
れ
ま
で
名
前
や
顔
は

明
か
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

リ
オ
州
検
察
局
は
「
証
言
は

虚
偽
」
と
し
た
が
、
同
氏
の

主
張
を
裏
付
け
る
も
の
も
少

な
く
な
く
、事
件
は
ま
だ
闇
。

素
性
を
明
か
さ
れ
た
が
、
安

全
確
保
は
大
丈
夫
？

　
　
　
　
　

◎

　

伯
国
開
催
の
サ
ッ
カ
ー
の

Ｕ
１
７
Ｗ
杯
。
伯
国
代
表
は

本
来
の
エ
ー
ス
の
レ
イ
ニ

エ
ー
ル
の
出
場
許
可
が
下
り

ず
、
セ
ン
タ
ー
・
フ
ォ
ワ
ー

ド
の
タ
レ
ス
・
マ
グ
ノ
の
負

傷
退
場
な
ど
が
あ
り
つ
つ

も
、
こ
こ
ま
で
順
調
に
勝
ち

上
が
っ
て
き
て
い
る
。
次
戦

は
１
１
日
に
行
わ
れ
る
準
々

決
勝
の
対
イ
タ
リ
ア
戦
。
こ

の
先
は
楽
で
は
な
い
だ
ろ
う

が
、
優
勝
を
目
指
し
て
が
ん

ば
っ
て
欲
し
い
と
こ
ろ
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
７

日
、
文
化
局
局
長
に
同
氏
の

熱
心
な
支
持
者
と
し
て
知
ら

れ
る
劇
作
家
の
ロ
ベ
ル
ト
・

ア
ウ
ヴ
ィ
ム
氏
を
指
名
。
さ

ら
に
同
局
を
市
民
省
か
ら
観

光
省
に
移
し
て
物
議
を
か
も

し
て
い
る
。
８
日
付
伯
字
紙

が
報
じ
て
い
る
。

　

ア
ウ
ヴ
ィ
ム
氏
は
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
一
家
が
心
酔
す
る
極
右

思
想
家
オ
ラ
ー
ヴ
ォ
・
デ
・

カ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
氏
を
師
と

仰
ぐ
人
物
で
、
左
派
が
大
半

の
伯
国
芸
能
界
で
は
異
色
の

存
在
だ
。
だ
が
、
今
回
の
就

任
前
も
国
立
芸
術
財
団
（
Ｆ

Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
）
舞
台
芸

術
セ
ン
タ
ー(

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ

Ｎ)

の
理
事
に
任
命
さ
れ
る

な
ど
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領

か
ら
信
頼
を
得
て
い
る
。

　

同
氏
は
９
月
末
、
国
際
的

に
も
知
名
度
の
あ
る
国
民
的

女
優
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
ダ
・
モ

ン
テ
ネ
グ
ロ（
９
０
）が
、「
検

閲
が
戻
ろ
う
と
し
て
い
る
」

と
し
て
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
政
権
を

批
判
し
た
際
、
彼
女
を
「
う

そ
つ
き
」
と
批
判
。
芸
能
界

で
最
も
尊
敬
さ
れ
て
い
る
大

物
女
優
を
攻
撃
し
た
言
動
で

反
感
を
招
い
て
い
る
。
文
化

局
局
長
の
指
名
は
こ
こ
３
カ

月
間
で
３
人
目
だ
。

　

ま
た
、
文
化
局
が
市
民
省

か
ら
観
光
省
に
移
さ
れ
る
こ

と
に
関
し
て
も
、
疑
問
の
声

が
あ
が
っ
て
い
る
。
文
化
局

は
１
８
年
ま
で
は
文
化
庁
と

し
て
存
在
し
て
い
た
が
、
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
の
省
庁
削

減
で
廃
止
さ
れ
て
い
た
。

　

１
日
に
マ
ラ
ニ
ョ
ン
州
で

起
き
た
「
森
の
守
護
者
」
殺

害
事
件
や
居
住
地
へ
の
侵
入

に
抗
議
す
る
た
め
、
先
住
民

リ
ー
ダ
ー
達
が
７
日
に
ブ
ラ

ジ
リ
ア
で
抗
議
行
動
を
行
っ

た
と
７
、８
日
付
伯
字
紙
・

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

デ
モ
に
参
加
し
た
の
は
、

グ
ァ
ジ
ャ
ジ
ャ
ラ
族
や
ス

ル
イ
・
ア
イ
ケ
ワ
ラ
族
、
グ

ア
ラ
ニ
・
ミ
ブ
ヤ
族
な
ど
、

１
０
を
超
え
る
先
住
民
部
族

の
リ
ー
ダ
ー
達
だ
。
彼
ら
の

要
求
の
中
心
は
、
基
準
見
直

し
過
程
に
あ
る
先
住
民
保
護

区
制
定
の
加
速
化
と
不
法
侵

入
者
排
除
で
、
保
健
・
衛
生

や
教
育
と
い
っ
た
公
共
サ
ー

ビ
ス
が
疎
か
に
さ
れ
て
い
る

事
へ
の
苦
言
も
呈
し
た
。

　

先
住
民
保
護
区
へ
の
不
法

侵
入
者
は
、
農
場
主
や
製
材

業
者
、
土
地
の
不
法
登
記
を

行
う
業
者
、
イ
ン
フ
ラ
関
連

の
企
業
な
ど
だ
。
具
体
例
に

は
、
ト
カ
ン
チ
ン
ス
川
の
マ

ラ
バ
ー
水
力
発
電
所
や
、
パ

ラ
ー
州
ミ
リ
ツ
ー
バ
〜
マ
ッ

ト
・
グ
ロ
ッ
ソ
州
シ
ノ
ッ
プ

間
の
延
長
９
３
２
キ
ロ
の
穀

物
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
連
邦
議
会
の
前
で

は
、
１
日
に
殺
さ
れ
た
パ
ウ

ロ
・
パ
ウ
リ
ノ
・
グ
ァ
ジ
ャ

ジ
ャ
ラ
氏
を
覚
え
て
黙
祷

後
、
先
住
民
の
伝
統
的
な
曲

を
歌
い
、
手
を
取
り
合
っ
て

踊
っ
た
。
パ
ウ
リ
ノ
氏
は
、

マ
ラ
ニ
ョ
ン
州
ボ
ン
・
ジ
ェ

ズ
ス
・
ダ
ス
・
サ
ウ
ヴ
ァ
ス

地
方
の
先
住
民
保
護
区
ア
ラ

リ
ボ
イ
ア
の「
森
の
守
護
者
」

の
一
人
だ
っ
た
。

　

森
の
守
護
者
は
各
地
区
で

部
族
毎
に
選
ば
れ
、
不
法
侵

入
者
の
摘
発
、
森
林
伐
採
な

ど
の
違
法
行
為
告
発
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

農
場
主
や
製
材
業
者
ら
と
の

抗
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
、

脅
迫
を
受
け
た
り
し
て
、
命

の
危
険
に
曝
さ
れ
易
い
。

　

１
日
の
襲
撃
事
件
で
死
亡

し
た
パ
ウ
リ
ノ
氏
や
、
一
緒

に
い
て
負
傷
し
た
従
兄
弟
の

ラ
エ
シ
オ
・
グ
ァ
ジ
ャ
ジ
ャ

ラ
氏
、
最
後
ま
で
現
地
に

残
っ
て
い
た
が
警
察
が
６
日

に
別
の
場
所
に
保
護
し
た
オ

リ
ン
ピ
オ
・
グ
ァ
ジ
ャ
ジ
ャ

ラ
氏
は
、
同
族
の
「
森
の
守

護
者
」
で
、
皆
、
何
年
も

脅
迫
を
受
け
て
い
た
。
彼
ら

は
皆
、
９
月
に
法
的
な
保
護

対
象
者
に
認
定
さ
れ
た
が
、

種
々
の
手
続
き
な
ど
で
保
護

の
手
が
伸
ば
さ
れ
る
の
が
遅

れ
る
間
に
襲
撃
さ
れ
た
。

　

先
住
民
保
護
区
内
で
の
森

林
伐
採
、
農
地
開
拓
、
鉱
物

採
掘
は
、
保
護
区
へ
の
不
法

侵
入
や
先
住
民
リ
ー
ダ
ー
脅

迫
同
様
、
違
法
行
為
だ
が
、

昨
年
１
０
月
の
大
統
領
選
で

ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

氏
が
当
選
し
た
前
後
か
ら
は

先
住
民
保
護
区
へ
の
襲
撃
な

ど
が
激
化
し
て
い
た
。

　

８
日
付
サ
イ
ト
は
、
１
日

に
起
き
た
「
森
の
守
護
者
」

襲
撃
事
件
の
犯
人
特
定
と
報

じ
た
が
、
犯
人
ら
の
身
元
は

ま
だ
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

　

聖
市
議
会
は
７
日
、
市
内

の
バ
ー
、
ホ
テ
ル
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、
そ
の
他
の
商
業
施

設
で
、
使
い
捨
て
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
コ
ッ
プ
や
食
器
を
使

う
こ
と
を
禁
じ
る
条
例
を
承

認
し
た
。
８
日
付
伯
字
各
紙

が
報
じ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
石
油
化
学

系
合
成
樹
脂
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
使
い
捨
て
食
器
（
ナ
イ

フ
や
フ
ォ
ー
ク
、
コ
ッ
プ
、

皿
、
飲
料
類
を
混
ぜ
る
棒
）

は
使
え
な
く
な
り
、
陶
器
、

金
属
製
、
も
し
く
は
捨
て
て

も
自
然
分
解
さ
れ
る
、
と
う

も
ろ
こ
し
な
ど
の
天
然
繊
維

を
使
っ
た
も
の
や
リ
サ
イ
ク

ル
可
能
な
も
の
を
使
わ
な
く

て
は
な
ら
な
く
な
る
。

　

禁
止
項
目
に
は
、
膨
ら
ま

せ
た
風
船
を
縛
り
付
け
る
棒

も
含
ま
れ
、
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
系
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
も

影
響
を
受
け
る
。

　

同
条
例
は
４
月
に
初
回
の

承
認
を
受
け
て
お
り
、
７
日

に
正
式
承
認
さ
れ
た
。
施
行

開
始
日
は
こ
の
間
に
、
裁
可

直
後
か
ら
、
２
０
２
１
年
１

月
へ
と
変
更
さ
れ
た
。

　

施
行
開
始
日
を
遅
ら
せ
る

よ
う
進
言
し
た
の
は
、
条
例

案
を
提
出
し
た
シ
ェ
シ
ェ

ウ
・
ト
リ
ポ
リ
市
議
（
緑
の

党
・
Ｐ
Ｖ
）
本
人
だ
。
同
市

議
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
使

い
捨
て
ス
ト
ロ
ー
使
用
を
禁

じ
た
条
例
の
創
案
者
で
も
あ

る
。「
業
界
が
新
条
例
に
慣

れ
る
ま
で
に
は
一
定
の
期
間

が
必
要
」
と
い
う
の
が
、
施

外国為替市況
中銀サイトより

11月8日午後 4時現在
米ドル相場

売　4.1484  R$
買　4.1477  R$

円相場
売　0.0380  R$
買　0.0380  R$

「２審で刑執行」は否決に最高裁
　

１
０
月
２
３
日
ま
で
の
時

点
で
は
４
対
３
で
２
審
後
の

刑
執
行
賛
成
派
が
リ
ー
ド
し

て
い
た
。
こ
の
日
も
、
最
初

に
票
を
投
じ
た
カ
ル
メ
ン
・

ル
シ
ア
判
事
は
賛
成
に
投
票

行
を
遅
ら
せ
る
理
由
だ
。

　

条
例
に
よ
る
と
、
初
め
て

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
違
反

使
用
が
見
つ
か
っ
た
場
合
は

警
告
処
分
で
、
２
回
目
に
見

つ
か
る
と
１
千
レ
ア
ル
の
罰

金
が
課
さ
れ
る
。
罰
金
は
違

反
を
重
ね
る
ご
と
に
倍
増
す

る
が
、
５
回
目
の
８
千
レ
ア

ル
が
上
限
で
、
６
回
目
は
閉

鎖
処
分
と
な
る
。

　

条
例
は
ブ
ル
ー
ノ
・
コ
ー

ヴ
ァ
ス
市
長（
民
主
社
会
党
・

Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）の
裁
可
待
ち
で
、

取
締
り
方
法
は
今
後
定
め
る

予
定
だ
。
コ
ー
ヴ
ァ
ス
市
長

は
裁
可
に
前
向
き
だ
と
い
わ

れ
て
い
る
。

文
化
局
長
に
ア
ウ
ヴ
ィ
ム
氏

大
統
領
信
奉
者
に
強
い
反
発
も

不
法
侵
入
や
森
の
守
護
者
殺
害
で

伯国政府

対
キ
ュ
ー
バ
制
裁
に
初
め
て
賛
成

（２）２０１９年 第５３６７号 １１月 ９日 （土曜日）

使
い
捨
て
プ
ラ
食
器
禁
止
へ

罰
金
は
最
大
で
８
千
レ
ア
ル

聖　市

政
権
が
米
ト
ラ
ン
プ
政
権
に

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
面
で
擦
り

寄
っ
て
い
る
だ
け
に
す
ぎ
な

い
よ
う
だ
」
と
分
析
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領

は
、
９
月
の
国
連
総
会
で
も

「
キ
ュ
ー
バ
の
フ
ィ
デ
ル
・

カ
ス
ト
ロ
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の

ウ
ー
ゴ
・
チ
ャ
ベ
ス
、
伯
国

の
ル
ー
ラ
が
社
会
主
義
を
ラ

米
諸
国
に
根
付
か
せ
よ
う
と

し
た
。
そ
の
根
は
ま
だ
絶
え

て
お
ら
ず
、
根
絶
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
」
と
演
説
し
て
い

る
。

　

ロ
イ
タ
ー
通
信
は
、
匿
名

の
伯
国
外
交
官
の
話
と
し

て
、「
対
キ
ュ
ー
バ
制
裁
に

反
対
す
る
決
議
案
に
反
対
し

た
こ
と
で
、
伯
国
は
キ
ュ
ー

バ
で
の
経
済
的
利
益
に
自
ら

背
を
向
け
て
し
ま
っ
た
」
と

伝
え
て
い
る
。



　

本ほ
ん

年ね
ん

５
月が

つ

１
日た

ち

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

３
０
分ぷ

ん

、
新し

ん

帝て
い

陛へ
い

下か

が
皇こ

う

位い

の
証あ

か
し
と
し
て
三さ

ん

種し
ゅ

の
神じ

ん

器ぎ

を
引ひ

き
継つ

が
れ
る
「
剣け

ん

璽じ

等と
う

承し
ょ
う

継け
い

の
儀ぎ

」
が
執と

り
行お

こ
なわ
れ
た
。

　

完か
ん

全ぜ
ん

な
沈ち

ん

黙も
く

の
中な

か

で
、
三さ

ん

種し
ゅ

の
神じ

ん

器ぎ

の
う
ち
草く

さ

薙な
ぎ
の

太た

刀ち

と
八や

尺さ
か

瓊に
の

勾ま
が

玉た
ま

、
お
よ
び
、
国こ

く

璽じ

（
国こ

っ

家か

の
印い

ん

章し
ょ
う）
と
御ぎ

ょ

璽じ

（
天て

ん

皇の
う

の
印い

ん

章し
ょ
う）
が
御ご

前ぜ
ん

の
白し

ら

木き

の
台だ

い

に
置お

か
れ
、
そ
の
後ご

、

陛へ
い

下か

の
御ご

退た
い

出し
ゅ
つと
共と

も

に
、
そ
れ
ら
も
運は

こ

び
出だ

さ
れ
る
、
と
い

う
５
分ふ

ん

程て
い

度ど

の
簡か

ん

素そ

な
儀ぎ

式し
き

で
あ
る
。

　

勾ま
が

玉た
ま

を
璽じ

と
も
呼よ

び
、
国こ

く

璽じ

・
御ぎ

ょ

璽じ

を
含ふ

く

め
て
、「
剣け

ん

璽じ

等と
う

」
と
呼よ

ば
れ
る
。
三さ

ん

種し
ゅ

の
神じ

ん

器ぎ

の
も
う
一ひ

とつ
は
八や

咫た
の

鏡か
が
みだ
が
、

こ
れ
は
宮

き
ゅ
う

中ち
ゅ
う

三さ
ん

殿で
ん

の
賢

か
し
こ

所ど
こ
ろの
御ご

神し
ん

体た
い

で
あ
る
た
め
、
動う

ご

か
さ

れ
な
い
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
剣け

ん

璽じ

と
も
箱は

こ

に
収お

さ

め
ら
れ
、
布ぬ

の

に
包つ

つ

ま
れ

て
い
て
、
天て

ん

皇の
う

で
す
ら
、
そ
の
中な

か

を
ご
覧ら

ん

に
な
る
事こ

と

が
で
き
な

い
、
と
い
う
神し

ん

秘ぴ

的て
き

な
も
の
で
あ
る
。

　

三さ
ん

種し
ゅ

の
神じ

ん

器ぎ

の
由ゆ

来ら
い

を
辿た

ど

る
と
、
そ
れ
は
我わ

が
国く

に

の
遠と

お

い
神か

み

代よ

に
繋つ

な

が
っ
て
い
く
。

　

ま
ず
八や

咫た
の

鏡か
が
みと
八や

尺さ
か

瓊に
の

勾ま
が

玉た
ま

（
数か

ず

多お
お

く
の
勾ま

が

玉た
ま

を
長な

が

い
緒お

に
貫つ

ら
ぬ
き
通と

お

し
た
玉た

ま

飾か
ざ

り
）
は
、
古こ

事じ

記き

に
よ
れ
ば
、
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お

御み

神か
み

が
弟

お
と
う
と・
速は

や

須す

佐さ

之の

男お
の

命み
こ
との
乱ら

ん

行ぎ
ょ
うに
責せ

き

任に
ん

を
感か

ん

じ
て
天あ

め

の

岩い
わ

屋や

に
閉と

じ
こ
も
っ
て
し
ま
わ
れ
た
際さ

い

に
、
榊さ

か
きに
か
け
て
大お

お

御み

神か
み

を
引ひ

き
出だ

す
際さ

い

に
使つ

か

わ
れ
た
。

　

ま
た
、
草く

さ

薙な
ぎ
の

太た

刀ち

は
高た

か

天ま
が

原は
ら

を
追つ

い

放ほ
う

さ
れ
た
速は

や

須す

佐さ

之の

男お
の

命み
こ
とが
八や

岐ま
た
の

大お
ろ
ち蛇
を
退た

い

治じ

し
た
際さ

い

に
尾お

か
ら
出で

て
き
た
も
の
で
、

天あ
ま

照て
ら
す

大お
お
み

神か
み

に
献け

ん

上じ
ょ
うさ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

後の
ち

に
、
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お

御み

神か
み

が
皇こ

う

孫そ
ん

・
天あ

ま

津つ

日ひ

高こ

日ひ

子こ

番ほ

能の

瓊に

瓊に

杵ぎ
の

尊み
こ
と（「
天て

ん

の
高た

か

い
所と

こ
ろ
か
ら
に
ぎ
わ
し
い
恵め

ぐ

み
を
ゆ
き
わ
た

ら
せ
る
日ひ

の
み
子こ

」）
を
葦あ

し

原は
ら

中な
か
つ

国く
に

に
下く

だ

さ
れ
る
時と

き

に
、
こ
れ

ら
「
三さ

ん

種し
ゅ

の
神じ

ん

器ぎ

」
を
授さ

ず

け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
大お

お

御み

神か
み

が
葦あ

し

原は
ら

中な
か
つ

国く
に

に
皇こ

う

孫そ
ん

を
差さ

し
向む

け
た
の

は
、「
道ち

速は
や

振ぶ

る
荒あ

ら

振ぶ

る
国く

に

つ
神か

み

等ど
も

が
多あ

ま

た
居あ

る
」（
勢い

き
おい
は

げ
し
く
、
荒あ

ら

ぶ
る
国く

に

つ
神か

み

た
ち
が
大お

お

勢ぜ
い

い
る
）」
状

じ
ょ
う

態た
い

な
の
を
、

何な
ん

と
か
平へ

い

和わ

に
治お

さ

め
た
い
と
の
願ね

が

い
か
ら
で
あ
る
。

　

田た

中な
か

英ひ
で

道み
ち

・
東と

う

北ほ
く

大だ
い

学が
く

名め
い

誉よ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

の
画か

っ

期き

的て
き

な
学が

く

説せ
つ

に
よ

「
三さ

ん

種し
ゅ

の
神じ

ん

器ぎ

」が
示し

め

す

                        「
和わ

の
国く

に

」ぶ
り

２０１９年
ねん

８月
がつ

１８日
にち

版
ばん

れ
ば
、
縄

じ
ょ
う

文も
ん

時じ

代だ
い

に
は
温お

ん

暖だ
ん

な
気き

候こ
う

の
も
と
で
、
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

の
人じ

ん

口こ
う

は
ほ
と
ん
ど
が
関か

ん

東と
う

・
東と

う

北ほ
く

に
住す

ん
で
い
た
。
高た

か

天ま
が

原は
ら

と
は
当と

う

時じ

の
東

ひ
が
し

日に

本ほ
ん

に
存そ

ん

在ざ
い

し
て
い
た「
日ひ

高た
か

見み
の

国く
に

」で
あ
っ

た
と
す
る
。
そ
れ
が
紀き

元げ
ん

前ぜ
ん

１
０
世せ

い

紀き

頃ご
ろ

か
ら
の
気き

候こ
う

の
寒か

ん

冷れ
い

化か

に
よ
っ
て
、
人じ

ん

口こ
う

が
南な

ん

下か

し
、
ま
た
大た

い

陸り
く

・
半は

ん

島と
う

か
ら
の

難な
ん

民み
ん・移い

民み
ん

も
増ふ

え
て
、
西に

し

日に

本ほ
ん

が
不ふ

安あ
ん

定て
い

に
な
っ
た
。[

ａ]

　

天て
ん

孫そ
ん

降こ
う

臨り
ん

の
目も

く

的て
き

と
は
、
こ
の
不ふ

安あ
ん

定て
い

と
な
っ
た
西に

し

日に

本ほ
ん

に

「
和わ

」
を
も
た
ら
す
事こ

と

で
あ
っ
た
。
そ
の
際さ

い

に
大お

お

御み

神か
み

が
与あ

た

え

た
三さ

ん

種し
ゅ

の
神じ

ん

器ぎ

は
、
ど
の
よ
う
に
「
和わ

の
国く

に

」
を
作つ

く

る
べ
き
か

が
示し

め

さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
八や

咫た
の

鏡か
が
みに
関か

ん

し
て
は
、
大お

お

御み

神か
み

は
次つ

ぎ

の
よ
う
に
言い

わ
れ
て
い
る
。

　
此こ

の
鏡か

が
みは
、
専も

は

ら
我わ

が
御み

魂た
ま

と
為し

て
、
吾わ

が
前ま

え

を
拝を

ろ
がむ
が

如ご
と

く
、い
つ
き
奉

た
て
ま
つれ
」（
こ
の
鏡か

が
みは
ひ
た
す
ら
私わ

た
しの
御み

魂た
ま

と
し
て
、

私わ
た
しを
祭ま

つ

る
よ
う
に
祭ま

つ

り
仕つ

か

え
な
さ
い
）[

１
， ｐ
１
１
５]

　

統と
う

治ち

者し
ゃ

は
鏡か

が
みに
自じ

分ぶ
ん

の
心こ

こ
ろ
を
映う

つ

し
て
、
そ
こ
に
和わ

を
希き

求
き
ゅ
う

す
る
大お

お

御み

神か
み

の
御み

心こ
こ
ろを
継け

い

承し
ょ
うし
て
い
る
か
、
私し

心し
ん

で
曇く

も

ら
さ
れ

て
い
な
い
か
を
省か

え
りみ
よ
、
と
の
教お

し

え
で
あ
ろ
う
。

　

第だ
い

二に

の
八や

尺さ
か

瓊に
の

勾ま
が

玉た
ま

は
、
す
べ
て
の
人ひ

と

は
こ
の
玉た

ま

飾か
ざ

り
の
よ

う
に
一ひ

とつ
の
命い

の
ちで
結む

す

ば
れ
て
い
る
事こ

と

を
暗あ

ん

示じ

し
、
そ
の
平

び
ょ
う

等ど
う

観か
ん

、

同ど
う

胞ほ
う

感か
ん

を
も
っ
て
民た

み

を
大た

い

切せ
つ

に
せ
よ
、
と
い
う
事こ

と

の
よ
う
だ
。

　

第だ
い

三さ
ん

の
草く

さ

薙な
ぎ
の

太た

刀ち

は
、
八や

岐ま
た
の

大お
ろ
ち蛇
な
ど
、
こ
の
世よ

の
和わ

を

乱み
だ

す
者も

の

と
戦た

た
か
う
勇ゆ

う

気き

の
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うで
あ
る
。

　

三さ
ん

種し
ゅ

の
神じ

ん

器ぎ

こ
そ
は
、
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お
み

神か
み

が
地ち

上じ
ょ
うに
お
い
て
「
和わ

の
国く

に

」
を
建た

て
る
た
め
に
示し

め

さ
れ
た
原げ

ん

則そ
く

で
あ
り
、
そ
れ
を
継け

い

承し
ょ
うし
て
代だ

い

々だ
い

「
和わ

の
国く

に

」
を
統と

う

治ち

さ
れ
て
き
た
の
が
歴れ

き

代だ
い

天て
ん

皇の
う

で
あ
る
、
と
い
う
事こ

と

に
な
る
。

　
「
和わ

」
と
の
関か

ん

連れ
ん

か
ら
、
三さ

ん

種し
ゅ

の
神じ

ん

器ぎ

の
指さ

し
示し

め

す
所と

こ
ろ
を
掘ほ

り
下さ

げ
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
鏡か

が
みの
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うす
る
「
無む

私し

の
心こ

こ
ろ
」。

和わ

を
実じ

つ

現げ
ん

す
る
に
は
、
一ひ

と

人り

ひ
と
り
が
私し

心し
ん

に
よ
る
心こ

こ
ろの
曇く

も

り

が
な
い
か
、
よ
く
省か

え
りみ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

現げ
ん

代だ
い

の
我わ

れ

々わ
れ

も
、
例た

と

え
ば
電で

ん

車し
ゃ

の
中な

か

で
目め

の
前ま

え

に
杖つ

え

を
つ

い
た
お
年と

し

寄よ

り
が
立た

っ
て
い
る
の
に
席せ

き

を
譲ゆ

ず

ら
な
い
で
い
た
ら
、

心こ
こ
ろが
落お

ち
着つ

か
な
い
。
そ
ん
な
時と

き

、
思お

も

い
切き

っ
て
席せ

き

を
譲ゆ

ず

っ
た

ら
、
清す

が

々す
が

し
い
心

こ
こ
ろ

持も

ち
に
な
る
。

　

身み

を
守ま

も

る
牙き

ば

も
爪つ

め

も
な
い
人に

ん

間げ
ん

は
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

を
作つ

く

っ
て
、
互た

が

い
に
助た

す

け
合あ

う
こ
と
で
生い

き
延の

び
て
き
た
。
そ
の
過か

程て
い

で
、
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

を
保た

も

つ
た
め
の
利り

他た

心し
ん

を
本ほ

ん

能の
う

と
し
て
発は

っ

達た
つ

さ
せ
た
。
電で

ん

車し
ゃ

の
中な

か

で
席せ

き

を
譲ゆ

ず

る
こ
と
で
心こ

こ
ろが
晴は

れ
晴ば

れ
と
す
る
、
と
い
う

の
は
、利り

他た

心し
ん

と
い
う
本ほ

ん

能の
う

を
満ま

ん

足ぞ
く

さ
せ
た
快か

い

感か
ん

な
の
で
あ
る
。

　

そ
う
い
う
人に

ん

間げ
ん

心し
ん

理り

を
観か

ん

察さ
つ

力り
ょ
く

豊ゆ
た

か
な
我わ

れ

々わ
れ

の
先せ

ん

祖ぞ

は
よ

く
知し

っ
て
い
て
、
利り

他た

心し
ん

に
満み

ち
た
心こ

こ
ろを
「
清せ

い

明め
い

心し
ん

（
き
よ
く

あ
か
き
心こ

こ
ろ
）」
と
呼よ

ん
で
大た

い

切せ
つ

に
し
た
。
そ
れ
は
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

を
築き

ず

き
、
維い

持じ

す
る
た
め
の
原げ

ん

動ど
う

力り
ょ
くで
あ
る
。
鏡か

が
み
が
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うす
る
清せ

い

明め
い

心し
ん

こ
そ
、「
和わ

の
国く

に

」
を
成な

り
立た

た
せ
る
基き

盤ば
ん

な
の
だ
。

　

後の
ち

に
聖

し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

が
十

じ
ゅ
う

七し
ち

条じ
ょ
う

憲け
ん

法ぽ
う

で
「
和わ

を
以も

っ

て
貴た

ふ
と
し
と

為な

」
す
と
の
理り

想そ
う

を
掲か

か

げ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
単た

ん

に
「
仲な

か

良よ

く
す
る
こ
と
が
大だ

い

事じ

だ
」と
い
う
次じ

元げ
ん

の「
お
説せ

っ

教き
ょ
う」で
は
な
い
。

「
和わ

」
と
は
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

の
各か

く

人じ
ん

が
「
背は

い

私し

向こ
う

公こ
う

（
私し

に
背そ

む

い
て

公こ
う

に
向む

か
う
）」、
す
な
わ
ち
私し

心し
ん

に
「
背そ

む

い
」
て
、「
公こ

う

」
す

な
わ
ち
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

の
た
め
に
心こ

こ
ろ
を
向む

け
る
、
と
い
う
姿し

勢せ
い

に
よ
っ

て
築き

ず

か
れ
る
も
の
だ
、
と
説と

か
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
「
背は

い

私し

向こ
う

公こ
う

」
が
、
戦せ

ん

時じ

中ち
ゅ
うに
唱と

な

え
ら
れ
た
「
滅め

っ

私し

奉ほ
う

公こ
う

」
と
は
全ま

っ
た
く
異こ

と

な
る
点て

ん

に
留

り
ゅ
う

意い

し
た
い
。「
和わ

の
国く

に

」
は

「
私わ

た
し
」
の
な
い
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
っ
て
成な

り
立た

つ
全ぜ

ん

体た
い

主し
ゅ

義ぎ

社し
ゃ

会か
い

で
は
な
い
。「
私し

心し
ん

」は
人に

ん

間げ
ん

の
性さ

が

と
し
て
滅ほ

ろ

ぼ
せ
な
い
も
の
だ
。

し
か
し
、
各か

く

自じ

が
鏡か

が
みに
映う

つ

っ
た
自じ

分ぶ
ん

の
姿す

が
た
を
見み

て
「
私し

に
背そ

む

い

て
公こ

う

に
向む

か
う
」処と

こ
ろに
、清せ

い

明め
い

心し
ん

が
広ひ

ろ

が
り
、互た

が

い
に
信し

ん

じ
合あ

い
、

助た
す

け
合あ

う
「
和わ

の
国く

に

」
が
成な

り
立た

つ
の
で
あ
る
。

　

第だ
い

二に

の
勾ま

が

玉た
ま

は
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
よ
う
な
不ふ

思し

議ぎ

な
形か

た
ちを

し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
胎た

い

児じ

の
形か

た
ち
を
模も

し
た
も
の
と
い
う
説せ

つ

が

あ
る
。
た
し
か
に
、[

１]

で
の
比ひ

較か
く

写し
ゃ

真し
ん

を
見み

れ
ば
、
勾ま

が

玉た
ま

は
胎た

い

児じ

の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写し

ゃ

真し
ん

と
区く

別べ
つ

が
つ
か
な
い
ほ
ど
、
そ
っ

く
り
で
あ
る
。
そ
の
勾ま

が

玉た
ま

が
緒お

で
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
命い

の
ち
が
、「
神か

み

の
分わ

け
命い

の
ち
」
で
あ
る
こ
と
を
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うし
て
い
る
よ
う
だ
。

　
こ
う
い
う
生せ

い

命め
い

観か
ん

は
、
人に

ん

間げ
ん

は
男だ

ん

女じ
ょ

や
階か

い

級き
ゅ
うに
関か

か

わ
ら
ず
、

生う

ま
れ
な
が
ら
に
平

び
ょ
う

等ど
う

な
同ど

う

胞ほ
う

で
あ
る
、
と
い
う
人に

ん

間げ
ん

観か
ん

を

も
た
ら
す
。
万ま

ん

葉よ
う

集し
ゅ
うで
天て

ん

皇の
う

か
ら
農の

う

民み
ん

、
兵へ

い

士し

に
至い

た

る
ま
で

社し
ゃ

会か
い

的て
き

地ち

位い

や
貧ひ

ん

富ぷ

に
関か

ん

係け
い

な
く
、
真ま

心ご
こ
ろの
籠こ

も
っ
た
歌う

た

を

集あ
つ

め
て
い
る
の
は
、こ
う
い
う
平

び
ょ
う

等ど
う

感か
ん

、同ど
う

胞ほ
う

感か
ん

の
表あ

ら
われ
だ
ろ
う
。

「
和わ

の
国く

に

」
の
民た

み

は
、
こ
う
い
う
平

び
ょ
う

等ど
う

感か
ん

、
同ど

う

胞ほ
う

感か
ん

で
結む

す

ば
れ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
こ
で
留

り
ゅ
う

意い

す
べ
き
は
、
同ど

う

胞ほ
う

感か
ん

と
い
っ
て
も
、
同お

な

じ
大や

ま
と和

民み
ん

族ぞ
く

の
中な

か

だ
け
に
留と

ど

ま
ら
な
い
点て

ん

だ
。
た
と
え
ば
、
百く

だ

済ら

か

ら
の
帰き

化か

人じ
ん

・
王わ

仁に

（
中

ち
ゅ
う

国ご
く

系け
い

と
い
う
説せ

つ

も
根ね

強づ
よ

い
が
）
の

次つ
ぎ

の
歌う

た

は
『
古こ

今き
ん

集し
ゅ
う』
の
仮か

名な

書が

き
の
序じ

ょ

文ぶ
ん

で
紹

し
ょ
う

介か
い

さ
れ
て
い

る
。

　

難な
に

波は

津づ

に
咲さ

く
や
こ
の
花は

な

ふ
ゆ
ご
も
り
今い

ま

は
春は

る

べ
と
吹ふ

く

や
こ
の
花は

な

　
（
難な

に

波は

津づ

に
吹ふ

く
木き

の
花は

な

よ
。
長な

が

い
冬ふ

ゆ

ご
も
り
が
終お

わ

っ
て
、

さ
あ
春は

る

が
来き

た
ぞ
と
ば
か
り
に
、
あ
の
や
う
に
盛さ

か

ん
に
咲さ

く

木き

の
花は

な

よ
）

　
こ
の
歌う

た

が
「
歌う

た

の
父ふ

母ぼ

の
や
う
に
」
手て

習な
ら

う
人ひ

と

の
は
じ
め
に

習な
ら

う
べ
き
教

き
ょ
う

材ざ
い

と
さ
れ
て
い
る
事こ

と

か
ら
も
、
当と

う

時じ

の
人ひ

と

々び
と

の
間

あ
い
だ

で
は
外が

い

国こ
く

人じ
ん

と
い
う
差さ

別べ
つ

意い

識し
き

は
な
か
っ
た
と
思お

も

わ
れ
る
。

　
こ
の
歌う

た

は
、
仁に

ん

徳と
く

天て
ん

皇の
う

が
即そ

く

位い

前ま
え

に
そ
の
弟

お
と
う
と

君ぎ
み

と
皇こ

う

位い

を

譲ゆ
ず

り
合あ

っ
て
３
年ね

ん

間か
ん

も
経た

っ
て
し
ま
っ
た
際さ

い

に
、
弟

お
と
う
と

君ぎ
み

の
学が

く

問も
ん

の
師し

と
し
て
呼よ

ば
れ
た
王わ

仁に

が
、
仁に

徳ん
と
く

天て
ん

皇の
う

に
即そ

く

位い

を
勧す

す

め

ら
れ
た
歌う

た

で
あ
る
と
い
う
。
王わ

仁に

に
私し

心し
ん

が
あ
れ
ば
、
自じ

分ぶ
ん

が

教お
し

え
て
い
る
弟

お
と
う
と

君ぎ
み

を
推お

し
た
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
歌う

た

に
は
仁に

徳ん
と
く

天て
ん

皇の
う

に
「
さ
あ
、
ご
即そ

く

位い

な
さ
れ
よ
」
と
呼よ

び
か
け
ら
れ

た
清す

が

々す
が

し
い
心こ

こ
ろが
感か

ん

じ
ら
れ
る
。

　

外と

つ
国く

に

に
生う

ま
れ
た
人ひ

と

で
も
、
清せ

い

明め
い

心し
ん

を
も
っ
て
公こ

う

の
た
め

に
尽つ

く
そ
う
と
す
る
人ひ

と

々び
と

は
、
同ど

う

胞ほ
う

感か
ん

を
も
っ
て
迎む

か

え
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

　

第だ
い

三さ
ん

の
草く

さ

薙な
ぎ
の

太た

刀ち

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
確か

く

認に
ん

す
べ
き

は
、
こ
の
剣け

ん

は
由ゆ

来ら
い

か
ら
し
て
「
防ぼ

う

衛え
い

的て
き

」
だ
、
と
い
う
事こ

と

で

あ
る
。
前ぜ

ん

述じ
ゅ
つの
よ
う
に
、
こ
の
太た

刀ち

は
速は

や

須す

佐さ

之の

男お
の

命み
こ
とが
退た

い

治じ

し
た
八や

岐ま
た
の

大お
ろ
ち蛇
の
尻し

っ

尾ぽ

か
ら
出で

て
き
た
。
命み

こ
と
が
大だ

い

蛇じ
ゃ

を
退た

い

治じ

し
た
の
は
、
８
人に

ん

の
乙お

と

女め

の
う
ち
７
人に

ん

ま
で
食た

べ
ら
れ
て
し

ま
っ
て
最さ

い

後ご

に
残の

こ

さ
れ
た
櫛く

し

名な

田だ

姫ひ
め

を
救す

く

う
た
め
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
後の

ち

に
こ
の
太た

刀ち

は
第だ

い

１
２
代だ

い

景け
い

行こ
う

天て
ん

皇の
う

の
皇お

う

子じ

・

倭や
ま
と

建
た
け
る
の

命み
こ
とが
東と

う

征せ
い

を
さ
れ
た
折お

り
、
相さ

が

模み

の
国く

に

で
火ひ

攻ぜ

め
に

あ
っ
た
際さ

い

に
、
草く

さ

を
刈か

り
払は

ら

っ
て
、
向む

か
い
火び

を
つ
け
て
身み

を

守ま
も

っ
た
時と

き

に
も
使つ

か

わ
れ
た
。
こ
れ
が
草く

さ

薙な
ぎ
の

太た

刀ち

の
名な

前ま
え

の
由ゆ

来ら
い

と
な
っ
て
い
る
。

　

景け
い

行こ
う

天て
ん

皇の
う

は
倭

や
ま
と

建
た
け
る
の

命み
こ
とに
次つ

ぎ

の
よ
う
に
命め

い

ぜ
ら
れ
て
い
た
。

　
東ひ

が
しの
方ほ

う

の
十

と
を
あ
ま
り

二ふ
た
つの
道み

ち

の
荒あ

ら

ぶ
る
神か

み

と
ま
つ
ろ
は
ぬ
人ひ

と

等び
と

と

を
言こ

と

向む

け
和や

わ

し
平た

い

ら
げ
よ
。

　
（
東ひ

が
しの
方ほ

う

に
あ
る
十

じ
ゅ
う

二に

の
国く

に

の
荒あ

れ
す
さ
ぶ
神か

み

と
、
服ふ

く

従じ
ゅ
うし

な
い
者も

の

た
ち
と
を
説せ

っ

得と
く

し
、
平た

い

ら
か
に
せ
よ
）

　

小
し
ょ
う

学が
っ

館か
ん

『
全ぜ

ん

文ぶ
ん

全ぜ
ん

訳や
く

古こ

語ご

辞じ

典て
ん

』
に
よ
れ
ば
、「
言こ

と

向む

く
」

は「
言こ

と

葉ば

を
用も

ち

い
て
服ふ

く

従じ
ゅ
うさ
せ
る
。
説せ

っ

得と
く

し
て
従し

た
がわ
せ
る
」、「
や

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるよう
な話

はなし

を毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より
多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に
興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

な
どに記

き

事
じ

を紹
しょうかい

介してください。            
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

我わ

が
国く

に

の
「
和わ

の
国く

に

」
ぶ
り
は
、

                                       

す
で
に
神し

ん

話わ

の
中な

か

で
示し

め

さ
れ
て
い
る
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わ
す
」
は
「
和や

わ

ら
げ
る
。
平へ

い

定て
い

す
る
。
帰き

順じ
ゅ
んさ
せ
る
」
と
あ

る
。
す
な
わ
ち
、争あ

ら
そい
に
明あ

け
暮く

れ
て
い
る
地ち

方ほ
う

豪ご
う

族ぞ
く

た
ち
に
、

大や
ま
と和
朝ち

ょ
う

廷て
い

に
帰き

順じ
ゅ
んし
て
平へ

い

和わ

に
暮く

ら
す
よ
う
説せ

っ

得と
く

す
る
事こ

と

で

あ
る
。

　
「
言こ

と

向む

け
」
や
「
言こ

と

向む

け
和や

わ

す
」
は
古こ

事じ

記き

の
中な

か

に
何な

ん

度ど

も

使つ
か

わ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お
み

神か
み

も
葦あ

し

原は
ら

中な
か
つ

国く
に

の
平へ

い

定て
い

を
任ま

か

す
べ
き
神か

み

を
問と

い
て
「
何い

ず

れ
の
神か

み

を
使つ

か

は
し
て
か
言こ

と

趣む

け
む
」
と
神か

み

々が
み

に
相そ

う

談だ
ん

さ
れ
た
。
そ
の
後ご

、
任に

ん

務む

を
果は

た
し

た
建た

け

御み

雷
か
づ
ち
の

神か
み

は
、「
葦あ

し

原は
ら

中な
か
つ

国く
に

を
言こ

と

向む

け
和や

わ

し
平た

い

ら
げ
つ

る
状か

た
ち」
を
復ふ

く

奏そ
う

し
て
い
る
。

　

各か
く

地ち

で
相あ

い

争あ
ら
そう
地ち

方ほ
う

豪ご
う

族ぞ
く

た
ち
に
、
平へ

い

和わ

的て
き

に
国こ

っ

家か

建け
ん

設せ
つ

に
参さ

ん

加か

せ
よ
と
勧す

す

め
る
の
が
日に

本ほ
ん

神し
ん

話わ

で
語か

た

ら
れ
た
ア
プ
ロ
ー

チ
で
あ
っ
た
。
戦

た
た
か
っ
て
相あ

い

手て

を
降こ

う

伏ふ
く

さ
せ
た
の
で
は
、
相あ

い

手て

は

恨う
ら

み
を
抱い

だ

き
、
そ
の
結け

っ

果か

、
清せ

い

明め
い

心し
ん

を
も
っ
て
「
和わ

の
国く

に

」
に

参さ
ん

加か

す
る
事こ

と

に
は
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
説せ

っ

得と
く

に
応お

う

ぜ
す
に
、
戦た

た
かい
続つ

づ

け
る
相あ

い

手て

、
あ
る
い

は
「
和わ

の
国く

に

」
を
害が

い

そ
う
と
す
る
相あ

い

手て

と
は
、
剣け

ん

を
も
っ
て
戦

た
た
か

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
和わ

の
国く

に

」
は
「
非ひ

武ぶ

装そ
う

平へ
い

和わ

」
で

は
建け

ん

設せ
つ

も
維い

持じ

も
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

葦あ
し

原は
ら

中な
か
つ

国く
に

平へ
い

定て
い

の
任に

ん

務む

を
果は

た
す
た
め
に
、
建た

け

御み

雷
か
づ
ち
の

神か
み

は
そ
の
地ち

を
支し

配は
い

す
る
大お

ほ

国く
に

主ぬ
し
の

命み
こ
とに
対た

い

し
て
、
こ
う
問と

い
た

だ
し
た
。

　
汝な

ん
じが
う
し
は
け
る
葦あ

し

原は
ら

中な
か
つ

国く
に

は
、
我わ

が
御み

子こ

の
知し

ら
さ
む

国く
に

と
言こ

と

依よ

し
賜た

ま

ひ
き
。
故か

れ

、
汝な

ん
じが
心こ

こ
ろは
、
奈い

何か

に
。

　
（
お
前ま

え

が
領

り
ょ
う

有ゆ
う

す
る
葦あ

し

原は
ら

中な
か
つ

国く
に

は
、
わ
が
御み

子こ

の
治お

さ

め
ら

れ
る
国く

に

で
あ
る
と
（
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お
み

神か
み

は
）
ご
委い

任に
ん

な
さ
っ
た
。
そ

こ
で
、
お
前ま

え

の
心こ

こ
ろは
ど
う
か
）

　

大お
お

国く
に

主ぬ
し
の

命み
こ
とが
「
う
し
は
け
る
」
葦あ

し

原は
ら

中な
か
つ

国く
に

は
、
我わ

が
御み

子こ

の
「
知し

ら
さ
む
」
国く

に

で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
「
う
し
は
く
」

と
「
知し

ら
す
」
の
違ち

が

い
は
何な

に

か
。

　

明め
い

治じ

帝て
い

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

の
起き

草そ
う

者し
ゃ

の
一ひ

と

人り

、
井い

の

上う
え

毅こ
わ
しは
、
記き

紀き

を

研け
ん

究き
ゅ
うす
る
過か

程て
い

で
、
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お
み

神か
み

や
歴れ

き

代だ
い

天て
ん

皇の
う

に
関か

か

わ
る
と
こ

ろ
で
は
、
す
べ
て
「
治お

さ

め
る
」
と
い
う
意い

味み

で
「
し
ら
す
」
が

使つ
か

わ
れ
、
大お

お

国く
に

主ぬ
し
の

神か
み

や
一い

っ

般ぱ
ん

の
豪ご

う

族ぞ
く

た
ち
の
場ば

合あ
い

は
、「
う
し

は
く
」
が
使つ

か

わ
れ
て
い
て
、
厳げ

ん

密み
つ

な
区く

別べ
つ

が
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
発は

っ

見け
ん

し
た
。[

ｃ]

　
こ
こ
に
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
っ

家か

の
根こ

ん

本ぽ
ん

原げ
ん

理り

が
あ
る
と
、
井い

の

上う
え

は
確か

く

信し
ん

し
た
。「
し
ら
す
」
と
は
「
知し

る
」
を
語ご

源げ
ん

と
し
て
お
り
、
民た

み

の
喜よ

ろ
こ
び
や
悲か

な

し
み
、
願ね

が

い
を
知し

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
民た

み

の

安あ
ん

寧ね
い

を
祈い

の

る
無む

私し

の
心こ

こ
ろに
つ
な
が
る
。

　

そ
れ
に
対た

い

し
て
、「
う
し
は
く
」
は
「
自じ

分ぶ
ん

の
財ざ

い

産さ
ん

と
し
て

領り
ょ
う

有ゆ
う

す
る
」
と
い
う
意い

味み

で
あ
り
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
皇こ

う

帝て
い

や
欧お

う

州し
ゅ
うの

王お
う

の
よ
う
に
民た

み

を
財ざ

い

産さ
ん

と
し
て
、
支し

配は
い

す
る
事こ

と

を
指さ

す
。
そ

れ
は
私し

心し
ん

に
基も

と

づ
く
支し

配は
い

で
あ
る
。

　
「
知し

ら
す
」
こ
そ
「
和わ

の
国く

に

」
の
統と

う

治ち

原げ
ん

理り

を
示し

め

し
た
言こ

と

葉ば

な
の
で
あ
る
。
国こ

っ

家か

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
無む

私し

の
心こ

こ
ろ
を
も
っ
て
、
民た

み

の
幸

し
あ
わ

せ
を
祈い

の

る
中

ち
ゅ
う

核か
く

が
あ
る
こ
と
が
、「
和わ

の
国く

に

」
の
原げ

ん

理り

で
あ
る
。

そ
の
無む

私し

の
祈い

の

り
が
国こ

く

民み
ん

に
伝で

ん

播ぱ

し
て
、
国こ

く

民み
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
の

立た
ち

場ば

で
公こ

う

の
た
め
に
尽つ

く
し
て
い
く
。
そ
こ
に
「
和わ

の
国く

に

」
の

１
．
遠と

お

い
神か

み

代よ

に
つ
な
が
る

　
　

三さ
ん

種し
ゅ

の
神じ

ん

器ぎ

の
由ゆ

来ら
い

２
．
三さ

ん

種し
ゅ

の
神じ

ん

器ぎ

は

　
　
「
和わ

の
国く

に

」
を
作つ

く

る
た
め
の

　
　

三さ
ん

大だ
い

原げ
ん

則そ
く

を
示し

め

し
て
い
る

美う
つ
くし
さ
と
勁つ

よ

さ
が
あ
る
。[

ｄ]

　

鏡か
が
み
に
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うさ
れ
る
清せ

い

明め
い

心し
ん

、
勾ま

が

玉た
ま

の
平

び
ょ
う

等ど
う

感か
ん

・
同ど

う

胞ほ
う

感か
ん

、

剣け
ん

の
「
言こ

と

向む

け
和や

わ

す
」、
そ
れ
ら
に
よ
る
統と

う

治ち

原げ
ん

理り

と
し
て
の

「
知し

ら
す
」。「
和わ

の
国く

に

」
の
根こ

ん

底て
い

に
あ
る
の
は
、
人に

ん

間げ
ん

を
心

こ
こ
ろ

あ
る
存そ

ん

在ざ
い

と
し
て
捉と

ら

え
、
そ
の
心こ

こ
ろが
活い

き
活い

き
と
働は

た
らい
て
、
自じ

立り
つ

的て
き

主し
ゅ

体た
い

的て
き

に
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

を
支さ

さ

え
る
姿す

が
たで
あ
る
。

　

そ
こ
に
は
民た

み

を
家か

畜ち
く

の
よ
う
に
領

り
ょ
う

有ゆ
う

す
る
専せ

ん

制せ
い

皇こ
う

帝て
い

や
、

人じ
ん

民み
ん

を
ロ
ボ
ッ
ト
の
よ
う
に
支し

配は
い

す
る
独ど

く

裁さ
い

者し
ゃ

の
姿す

が
た
は
な
い
。

こ
の
「
和わ

の
国く

に

」
の
形か

た
ちは
、現げ

ん

代だ
い

の
自じ

由ゆ
う

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

に
通つ

う

ず
る
。

現げ
ん

代だ
い

の
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

は
、
古こ

代だ
い

ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
、
ゲ
ル
マ
ン
の

「
民み

ん

会か
い

」
に
起き

源げ
ん

を
有ゆ

う

す
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
に
酷こ

く

似じ

し
た

光こ
う

景け
い

が
日に

本ほ
ん

神し
ん

話わ

に
も
出で

て
く
る
。

　

た
と
え
ば
、
速は

や

須す

佐さ

之の

男お
の

命み
こ
との
悪あ

く

行ぎ
ょ
うに
責せ

き

任に
ん

を
感か

ん

じ
て
、

天あ
ま

照て
ら
す

大お
お
み

神か
み

が
天あ

め

の
岩い

わ

屋や

に
閉と

じ
こ
も
っ
て
し
ま
わ
れ
た
際さ

い

に

は
、「
是こ

れ

を
以も

ち
て
、
八や

百お

万よ
ろ
ずの
神か

み

、
天あ

ま

の
安や

す

の
河か

わ

原ら

に
神か

む

集つ
ど

い
集つ

ど

い
て
（
そ
れ
で
す
べ
て
の
神か

み

々が
み

が
天あ

ま

の
安や

す

の
河か

わ

原ら

に
集

あ
つ
ま

り
）」、ど
う
し
た
ら
良よ

い
か
を
相そ

う

談だ
ん

し
た
の
だ
っ
た
。
し
か
も
、

そ
の
際さ

い

は
、
思

お
も
い

金か
ね
の

神か
み

に
案あ

ん

を
出だ

さ
せ
て
い
る
。
ま
さ
に
間か

ん

接せ
つ

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

で
あ
る
。

　

無ぶ

事じ

に
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お
み

神か
み

を
天あ

め

の
岩い

わ

屋や

か
ら
引ひ

き
ず
り
だ
し
た

後あ
と

も
、「
八や

百お

万よ
ろ
ずの
神か

み

、
共と

も

に
議は

か

り
て
」（
す
べ
て
の
神か

み

々が
み

は
一い

っ

緒し
ょ

に
相そ

う

談だ
ん

し
て
）、
速は

や

須す

佐さ

之の

男お
の

命み
こ
とを
追つ

い

放ほ
う

処し
ょ

分ぶ
ん

に
す
る
こ
と

を
決き

め
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
「
和わ

の
国く

に

」
の
伝で

ん

統と
う

的て
き

な
統と

う

治ち

形け
い

態た
い

は
自じ

由ゆ
う

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

に
酷こ

く

似じ

し
て
い
る
。
明め

い

治じ

維い

新し
ん

に
際さ

い

し
、
五ご

箇か

条
じ
ょ
う

を
、
太た

い

子し

は
凝

ぎ
ょ
う

視し

し
た
。

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｂ
ｌ
ｏ
ｇ
．
ｊ
ｏ
ｇ
－
ｎ
ｅ
ｔ
．
ｊ
ｐ
／

２
０
１
９
０
７
／
ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ｃ
ｌ
ｅ
＿
３
．
ｈ
ｔ
ｍ
ｌ

ｃ
． 

Ｊ
Ｏ
Ｇ(

７
３
６) 

井い
の

上う
え

毅こ
わ
し 

～ 

有ゆ
う

徳と
く

国こ
っ

家か

を
め
ざ
し

て
（
下げ

）

　

井い
の

上う
え

毅こ
わ
しが
発は

っ

見け
ん

し
た
我わ

が
国く

に

の
国こ

っ

家か

成せ
い

立り
つ

の
原げ

ん

理り

は
、
ま

た
教

き
ょ
う

育い
く

の
淵え

ん

源げ
ん

を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｂ
ｌ
ｏ
ｇ
．
ｊ
ｏ
ｇ
－
ｎ
ｅ
ｔ
．
ｊ
ｐ
／

２
０
１
２
０
２
／
ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ｃ
ｌ
ｅ
＿
７
．
ｈ
ｔ
ｍ
ｌ

ｄ
． 

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

『
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し
て
知し

っ
て
お
き
た
い 

皇こ
う

室し
つ

の

祈い
の

り
』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
３
０

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
．
ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
．
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

／
ｏ
／
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
／
４
５
９
４
０
７
９
０
３
２
／
ｊ
ａ
ｐ
ａ

ｎ
ｏ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ
ｇ
ｌ
０
－
２
２
／

ア
マ
ゾ
ン
「
メ
デ
ィ
ア
と
社し

ゃ

会か
い

」「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
カ
テ
ゴ

リ
ー 

１
位い

（
Ｈ
３
０
／
２
／
１
調し

ら

べ)

万ば
ん

民み
ん

の
幸し

あ
わ
せ
を
願ね

が

う
皇こ

う

室し
つ

の

祈い
の

り
こ
そ
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
利り

他た

心し
ん

の
源げ

ん

泉せ
ん

。

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

（
１
） 「
や
は
り
勾ま

が

玉た
ま

は
胎た

い

児じ

！
」『
縄

じ
ょ
う

文も
ん

と
古こ

代だ
い

文ぶ
ん

明め
い

を
探た

ん

求き
ゅ
うし
よ
う
！
』

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｗ
ｅ

ｂ
．
ｊ
ｏ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
．
ｊ

ｐ
．
ｎ
ｅ
ｔ
／
ｂ
ｌ
ｏ
ｇ

／
２
０
０
７
／
１
２
／

４
１
１
．
ｈ
ｔ
ｍ
ｌ

５
．
草く

さ

薙な
ぎ
の

太た

刀ち

に
よ
る

　
　
「
言こ

と

向む

け
和や

わ

す
」

４
．
勾ま

が

玉た
ま

の
示し

め

す
平び

ょ
う

等ど
う

感か
ん

、

　
　

同ど
う

胞ほ
う

感か
ん

６
．「
う
し
は
く
」
と

　
　
「
知し

ら
す
」
の
違ち

が

い

３
．「
清せ

い

明め
い

心し
ん

」
が

　
　
「
和わ

の
国く

に

」
の
基き

盤ば
ん

７
．「
八や

百お

万よ
ろ
ず

の
神か

み

、天あ
ま

の
安や

す

の

　
　
　

河か
わ

原ら

に
神か

む

集つ
ど

い
集つ

ど

い
て
」

の
御ご

誓せ
い

文も
ん

を
出だ

し
て
、
第だ

い

一い
ち

条じ
ょ
うに
「
広ひ

ろ

ク
会か

い

議ぎ

ヲ
興お

こ

シ
、
万ば

ん

機き

公こ
う

論ろ
ん

二に

決け
つ

ス
ベ
シ
」
と
宣せ

ん

言げ
ん

し
た
の
も
、
こ
の
伝で

ん

統と
う

が
あ
っ
た
か
ら
だ

ろ
う
。

　

我わ

が
国く

に

の
「
和わ

の
国く

に

」
ぶ
り
は
、
以い

上
じ
ょ
う

述の

べ
た
よ
う
に
神し

ん

話わ

時じ

代だ
い

か
ら
の
生せ

い

命め
い

観か
ん

、

人に
ん

間げ
ん

観か
ん

、
社し

ゃ

会か
い

観か
ん

に
根ね

ざ
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

ａ
． 

Ｊ
Ｏ
Ｇ(

１
０
６
６) 

日ひ

高た
か

見み
の

国く
に

の

物も
の

語が
た
り 

～ 

田た

中な
か

英ひ
で

道み
ち

著ち
ょ

『
日に

本ほ
ん

国こ
く

史し

』
か

ら
　

考こ
う

古こ

学が
く

、
神し

ん

話わ

学が
く

、
古こ

文も
ん

書じ
ょ

研け
ん

究き
ゅ
うを
綜そ

う

合ご
う

し
て
、
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

の
始は

じ

ま
り
に
関か

ん

し
て
画か

っ

期き

的て
き

な
学が

く

説せ
つ

が
提て

い

案あ
ん

さ
れ
た
。

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
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ｌ
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ｏ
ｇ
－

ｎ
ｅ
ｔ
．
ｊ
ｐ
／
２
０
１
８
０
６
／
ａ
ｒ

ｔ
ｉ
ｃ
ｌ
ｅ
＿
２
．
ｈ
ｔ
ｍ
ｌ

ｂ
． 

Ｊ
Ｏ
Ｇ(

１
１
２
３) 

「
和わ

の
国く

に

」
日に

本ほ
ん

の
礎

い
し
ず
え

～ 

聖し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

の
十

じ
ゅ
う

七し
ち

条じ
ょ
う

憲け
ん

法ぽ
う

　

国こ
く

内な
い

の
動ど

う

乱ら
ん

で
現あ

ら
わ
れ
た
人に

ん

間げ
ん

性せ
い

の
醜み

に
く
さ
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Governo japonês vai 
discutir meios para 
restaurar Castelo de Shuri

Declaração de Cúpula do Leste Asiático 
enfatiza presença da China na região

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Castelo de Shuri (07/11/2019)

Cúpula do Leste Asiático (06/11/2019)

O governo japonês vai 
iniciar discussões aprofun-
dadas visando restaurar o 
Castelo de Shuri, situado 
na província de Okinawa, 
no sul do Japão.
As estruturas principais do 
sítio histórico na cidade de 
Naha foram destruídas por 
um incêndio de grandes 
proporções na quinta-feira 
da semana passada.
Na quarta-feira, o pri-
meiro-ministro Shinzo 

A declaração da presi-
dência da Cúpula do Leste 
Asiático enfatizou a cres-
cente presença da China na 
região, em um momento 
em que os EUA têm redu-
zido seus compromissos.
A declaração foi divul-
gada na terça-feira após 
representantes de 18 paí-
ses, incluindo 10 nações 
da Asean, Japão, China e 
EUA, terem se reunido na 
Tailândia na segunda-feira 

Abe instruiu ministros de 
pastas concernentes que 
formem uma equipe para 
reconstruir o castelo e ob-
ter os recursos financeiros 
necessários.
Segundo o Escritório do 
Gabinete, a restauração do 
salão principal e de outras 
estruturas custaram cerca 
de 7,3 bilhões de ienes, 
em 1992, o que equivale-
ria a 67 milhões de dólares 
aproximadamente em va-

para debater questões re-
gionais. A declaração afir-
ma que os representantes 
se mostraram preocupados 
com aterramentos e outras 
atividades no Mar da Chi-
na Meridional, utilizando 
as mesmas palavras da de-
claração do ano passado.
Elas são uma referência 
tácita à China, que criou 
ilhas artificiais e construiu 
instalações militares nelas. 
Um esboço continha uma 

lores atuais.
No entanto, o escritório 
lembrou que os preços 
mudaram desde então e 
que o método de constru-
ção ainda precisa ser de-
terminado. Portanto, não é 
possível estimar os custos 
para a restauração.
Um desafio também en-
frentado pelo governo é 
assegurar a quantidade 
necessária de madeira. 
Ciprestes cultivados em 

frase que expressava pro-
funda preocupação com 
a contínua militarização, 
mas ela foi retirada.
Com relação ao Código 
de Conduta que está sendo 
negociado entre a Asean 
e Pequim para prevenir 
disputas no Mar da Chi-
na Meridional, o esboço 
pedia o envolvimento de 
países que não tem conta-
to direto com essa parte do 
oceano. Entretanto, a frase 

Taiwan foram emprega-
dos para construir o salão 
principal. Atualmente, vi-
gora uma proibição para a 
derrubada dessas árvores. 
Encontrar artesãos com 
as habilidades necessárias 
também deve se tornar um 
grande desafio.
O governo planeja formar 
um painel de altos fun-
cionários de ministérios 
e agências concernentes 
para estudar meios de res-
taurar o Castelo de Shuri.

foi apagada na versão final 
do documento, aparente-
mente para evitar ofender 
a China.
Pequim enviou o premiê 
Li Keqiang à cúpula no-
vamente neste ano. No 
entanto, nem o presidente 
americano, Donald Trump, 
nem o vice-presidente, 
Mike Pence, participaram. 
A delegação americana foi 
liderada pelo Conselhei-
ro de Segurança Nacional 
Robert O’Brien.

Japão e Rússia vão iniciar novas 
conversações sobre atividades 
econômicas conjuntas

Japão e Rússia (07/11/2019)

O Japão e a Rússia con-
cordaram que altos funcio-
nários governamentais ini-
ciem novas conversações 
em nível de trabalho sobre 
atividades econômicas 
conjuntas nas quatro ilhas 
controladas por Moscou e 
reivindicadas por Tóquio.
O acordo foi fechado, na 
quarta-feira, pelo vice-
chanceler japonês Takeo 
Mori e por seu colega 

russo Igor Morgulov, em 
Moscou.
Mori declarou à imprensa 
que o Japão e a Rússia aca-
taram de muito bom grado 
a visita turística em cará-
ter experimental às ilhas 
de Etorofu e Kunashiri na 
semana passada. Um gru-
po de turistas japoneses 
visitou as duas ilhas entre 
quarta e sexta-feira.
O vice-chanceler japonês 

Toyota Motor registra 
recorde de vendas e lucro 
líquido no 1º semestre do 
ano fiscal

Segurança em parques da 
Disney no Japão é reforçada 
antes dos Jogos Olímpicos

Fundo para reconstrução do 
Castelo de Shuri recebe mais de 3 
milhões de dólares em doações

Toyota (07/11/2019)

Disney no Japão (07/11/2019)

Castelo de Shuri (07/11/2019)

A Toyota Motor regis-
trou recorde de vendas e 
lucro líquido no primeiro 
semestre do ano fiscal.
Segundo funcionários da 
maior montadora de veícu-
los do Japão, as vendas do 
grupo totalizaram cerca de 
140 bilhões de dólares no 
período até setembro. Tra-
ta-se de uma alta de 4,2% 
em relação ao mesmo pe-
ríodo do ano passado. Já o 
lucro líquido subiu 2,6%.
As vendas aumentaram em 

A Tokyo Disney Resort 
começou a instalar scan-
ners de raio X e detectores 
de metais em portões de 
ingresso aos parques Dis-
neylândia e DisneySea, 
com a aproximação da 
Olimpíada e Paraolimpía-
da de 2020 em Tóquio.
Funcionários nos pontos 
de controle revistam ma-
nualmente bolsas e mo-
chilas em busca de objetos 
cortantes, armas, drones, 
latas, frascos e outras coi-
sas proibidas no ingresso 
aos parques. Os visitantes 

Autoridades da cidade 
de Naha, na província de 
Okinawa, sul do Japão, 
informaram que consegui-
ram arrecadar cerca de 3,2 
milhões de dólares online 
para reconstruir o Castelo 
de Shuri, que foi destruído 
por um incêndio na sema-
na passada.
As autoridades haviam 
lançado uma campanha de 
financiamento coletivo no 
dia 1º de novembro, dia 
seguinte ao incêndio. Eles 
afirmam que a meta de 100 
milhões de ienes, o equi-
valente a cerca de 920 mil 
dólares, foi atingida em 

todas as regiões, incluindo 
Japão, América do Norte, 
Europa e Ásia. O cresci-
mento no mercado interno 
ficou na casa dos dois dí-
gitos.
A Toyota também anun-
ciou uma recompra de 
ações no valor de 1,8 bi-
lhão de dólares. A ações da 
empresa tiveram um ga-
nho de 1,1%, em determi-
nado momento, na quinta-
feira, o maior nível no ano.

devem, em seguida, sub-
meter bolsas e mochilas ao 
escaneamento por raio X e 
a exame por detectores de 
metais.
Um visitante comentou: 
“Parece um tanto excessi-
vo, mas, como a finalida-
de é manter a segurança, 
concluo que não tenham 
escolha.”
A empresa que administra 
o complexo planeja insta-
lar dispositivos de segu-
rança também em outros 
portões de ingresso aos 
parques.

três dias. Até o meio-dia 
de quarta-feira, mais de 25 
mil pessoas haviam feito 
doações.
Na página online do pro-
jeto, muitas pessoas deixa-
ram mensagens de incen-
tivo. A empresa que opera 
a página disse que as doa-
ções estão chegando rapi-
damente, o que mostra que 
muitas pessoas querem 
dar seu apoio à Okinawa. 
A cidade de Naha conti-
nuará aceitando doações 
pelo website até março do 
ano que vem, tendo aberto 
contas em três bancos di-
ferentes na província para 
receber os fundos.

declarou que os dois lados 
concordaram em iniciar 
uma nova rodada de con-
versações em nível de tra-
balho entre seus chefes de 
departamento por meio da 
consolidação de três gru-
pos de estudos.
Ele disse ainda que o ob-
jetivo é começar as discus-
sões abrangentes sobre o 
deslocamento de pessoas, 
além de questões legais, 

entre outras, em prol da 
concretização de ativida-
des econômicas conjuntas 
em caráter integral.
Takeo Mori acrescentou 
que ele e Morgulov tam-
bém confirmaram que 
ambos os governos farão 
preparativos para que seus 
chanceleres se reúnam pa-
ralelamente ao encontro 
de ministros das Relações 
Exteriores do Grupo dos 
Vinte, nos dias 22 e 23 de 
novembro, em Nagoya.

Governo japonês decide alocar US$ 1,2 
bilhão para ajudar vítimas de desastres

Premiê japonês é pressionado pela 
oposição por causa de renúncia de 
ministros

Apoio a vítimas de desastres (08/11/2019)

Ministro do Japão (07/11/2019)

O governo japonês deci-
diu destinar 1,2 bilhão de 
dólares para ajudar as pes-
soas afetadas por recentes 
calamidades, como o tufão 
Hagibis. Os recursos serão 
alocados de um fundo re-
serva do orçamento para o 

O primeiro-ministro do 
Japão, Shinzo Abe, enfren-
ta críticas de legisladores 
da oposição após dois de 
seus ministros de gabinete 
terem renunciado em ape-
nas uma semana.
Isshu Sugawara deixou o 
cargo de ministro da Eco-

atual ano fiscal.
As pessoas cujas casas fi-
caram danificadas poderão 
obter até 27 mil dólares 
por residência. Um total 
de 460 milhões de dólares 
será alocado para empre-
sas de pequeno e médio 

nomia, Comércio e Indús-
tria em meio a alegações 
envolvendo doações ilegais 
e distribuição de presentes 
para eleitores.
Katsuyuki Kawai, por sua 
vez, renunciou ao posto de 
ministro da Justiça depois 
que uma reportagem da im-
prensa acusou sua mulher 

porte, que foram atingidas 
por desastre. Cento e qua-
renta milhões de dólares 
serão destinados a agricul-
tores e pessoal dos setores 
silvícola e pesqueiro. O 
dinheiro será usado para 
consertar ou substituir 

de ter violado a lei eleitoral 
e o próprio Kawai de distri-
buir presentes ilegalmente.
Durante a sessão de quarta-
feira no Parlamento, legis-
ladores da Câmara Baixa 
pressionaram o premiê. 
Abe respondeu: “Eu os no-
meei com o intuito de co-
locar as pessoas certas nos 

equipamentos e instala-
ções para a criação de ani-
mais. Outros 26 milhões 
de dólares serão alocados 
para ajudar na recuperação 
do turismo.

lugares certos. No entanto, 
sinto-me responsável pela 
reviravolta da situação e 
peço profundas desculpas 
ao povo japonês.”
Na sexta-feira, Shinzo Abe 
estará na berlinda nova-
mente, quando um debate 
está programado para ocor-
rer na Câmara Alta.
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チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
が
う
る
ま
市し

出し
ゅ
っ
し
ん身
だ
っ
た
」
と
驚お

ど
ろ

き
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
披ひ

露ろ
う

し
た
。
荷に

物も
つ

を
取と

る
時と

き

に
、
親し

ん

近き
ん

感か
ん

が
沸わ

く
顔か

お

を
見み

つ
け
る
と
、
親お

や

が

う
る
ま
市し

出し
ゅ
っ
し
ん身
の
二に

世せ
い

だ
っ

た
と
か
。「
ラ
イ
ブ
を
見み

に
行い

く
と
言い

っ
て
く
れ
た
」
と
メ
ン

バ
ー
ら
も
嬉う

れ

し
そ
う
。
ち
な

み
に
、
女じ

ょ

性せ
い

ボ
ー
カ
ル
の
仲な

か

宗そ

根ね

泉い
ず
みが
親し

ん

近き
ん

感か
ん

を
持も

っ
た

　
【
福ふ

く

岡お
か

県け
ん

発は
つ

】
福ふ

く

岡お
か

県け
ん

は
７
日か

、
福ふ

く

岡お
か

市し

内な
い

の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
博は

か

多た

で
『
福ふ

く

岡お
か

県け
ん

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

子し

弟て
い

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

制せ
い

度ど

５
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

』
を
開か

い

催さ
い

し
た
。
お
り
し
も
同ど

う

市し

で
は
「
海か

い

外が
い

福ふ
く

岡お
か

県け
ん

人じ
ん

会か
い

世せ

界か
い

大た
い

会か
い

」
が
開か

い

催さ
い

中ち
ゅ
うで
、
小お

川が
わ

洋ひ
ろ
し

県け
ん

知ち

事じ

を
は
じ
め
、
県け

ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

や
福ふ

く

岡お
か

県け
ん

海か
い

外が
い

移い

住じ
ゅ
う

家か

族ぞ
く

会か
い

会か
い

員い
ん

、
世せ

界か
い

大た
い

会か
い

の
た
め
来ら

い

日に
ち

し
て
い
る
各か

っ

国こ
く

県け
ん

人じ
ん

会か
い

長ち
ょ
うや
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

ら
約や

く

１
０
０
人に

ん

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
、
半は

ん

世せ
い

紀き

の
節ふ

し

目め

を
祝

し
ゅ
く

福ふ
く

し
た
。

の
が
、
な
ん
と
本ほ

ん

紙し

ポ
語ご

版ば
ん

の
ジ
ョ
ル
ナ
ル
・
ニ
ッ
パ
キ
紙し

の
樋ひ

口ぐ
ち

ア
ウ
ド
編へ

ん

集し
ゅ
う

長ち
ょ
う。
仲な

か

宗そ

根ね

泉い
ず
みは
「
父ち

ち

親お
や

の
若わ

か

い
頃こ

ろ

に
似に

て
い
る
」
と
仲な

か

良よ

く
記き

念ね
ん

写し
ゃ

真し
ん

を
撮さ

つ

影え
い

し
て
い
た
。

実じ
つ

は
生い

き
別わ

か

れ
の
親し

ん

戚せ
き

だ
っ

た
り
し
て
？
！

　
　
　
　
　

◎

　

故ふ
る

郷さ
と

巡め
ぐ

り
に
参さ

ん

加か

し
て
い

た
伊い

藤と
う

愛あ
い

子こ

さ
ん
は
、
モ
ン

３
年ね

ん

遅お
く

ら
せ
た
。

　

こ
の
制せ

い

度ど

に
よ
り
、
北ほ

く

米べ
い

や
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

に
あ
る
１
６
カ
所し

ょ

の
福ふ

く

岡お
か

県け
ん

人じ
ん

会か
い

か
ら
毎ま

い

年と
し

１
０
人に

ん

前ぜ
ん

後ご

の
子し

弟て
い

た
ち
を

福ふ
く

岡お
か

県け
ん

が
受う

け
入い

れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
４
４
５
人に

ん

が
県け

ん

内な
い

の
大だ

い

学が
く

や
専せ

ん

門も
ん

学が
っ

校こ
う

に

留り
ゅ
う

学が
く

し
た
。
そ
の
う
ち
ブ
ラ

ジ
ル
福ふ

く

岡お
か

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
子し

弟て
い

が

２
３
４
人に

ん

と
全ぜ

ん

体た
い

の
半は

ん

数す
う

以い

上じ
ょ
うを
占し

め
る
。

　

小お

川が
わ

知ち

事じ

は
式し

き

典て
ん

挨あ
い

拶さ
つ

で
「
県け

ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

制せ
い

度ど

は
将

し
ょ
う

来ら
い

の
福ふ

く

岡お
か

県け
ん

人じ
ん

会か
い

を
担に

な

う
中

ち
ゅ
う

核か
く

的て
き

な
人じ

ん

材ざ
い

を
育い

く

成せ
い

す
る
も

の
」
と
意い

義ぎ

を
述の

べ
、「
ブ
ラ

ジ
ル
で
は
２
０
１
２
年ね

ん

に
県け

ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

Ｏ
Ｂ
会か

い

が
設せ

つ

立り
つ

さ

れ
て
横よ

こ

の
つ
な
が
り
が
強つ

よ

く
な

り
、
福ふ

く

岡お
か

県け
ん

と
の
交こ

う

流り
ゅ
うの
輪わ

が
広ひ

ろ

が
っ
た
」
と
、
そ
の
成せ

い

果か

を
報ほ

う

告こ
く

。
県け

ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

に
対た

い

し
て
は
「
こ
れ
か
ら
も
そ

れ
ぞ
れ
の
国く

に

や
地ち

域い
き

と
県け

ん

と

の
太ふ

と

い
懸か

け
橋は

し

と
な
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
今こ

ん

後ご

の
活か

つ

躍や
く

に
期き

待た
い

を
込こ

め
た
。

　

式し
き

典て
ん

に
は
県け

ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

を
経け

い

験け
ん

し
た
Ｏ
Ｂ
や
Ｏ
Ｇ
た
ち
が

国こ
く

内な
い

外が
い

か
ら
多た

数す
う

集あ
つ

ま
っ
た
。

そ
の
う
ち
ブ
ラ
ジ
ル
福ふ

く

岡お
か

県け
ん

人じ
ん

会か
い

を
代だ

い

表ひ
ょ
うし
て
２
人り

が
登と

う

壇だ
ん

し
た
。

　

サ
ン
ト
ア
ン
ド
レ
市し

で
連れ

ん

邦ぽ
う

判は
ん

事じ

を
務つ

と

め
る
古ふ

る

川か
わ

植う
え

松ま
つ

マ
ル
シ
ア
さ
ん
は
９
６
年ね

ん

に

県け
ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

と
し
て
１
年ね

ん

間か
ん

、
九

き
ゅ
う

州し
ゅ
う

大だ
い

学が
く

法ほ
う

学が
く

部ぶ

に
通か

よ

っ
た
。「
留

り
ゅ
う

学が
く

中ち
ゅ
うは
た
だ
単た

ん

に

法ほ
う

律り
つ

分ぶ
ん

野や

の
知ち

識し
き

を
学ま

な

ん
だ

だ
け
で
は
な
く
、
祖そ

先せ
ん

の
歴れ

き

史し

や
ま
ち
、
文ぶ

ん

化か

な
ど
に
触ふ

れ
た
こ
と
で
人に

ん

間げ
ん

と
し
て
大お

お

き
く
成せ

い

長ち
ょ
うで
き
た
。
こ
の
留

り
ゅ
う

学が
く

制せ
い

度ど

を
経け

い

験け
ん

し
た
か
ら
こ

そ
バ
ラ
ン
ス
の
取と

れ
た
法ほ

う

律り
つ

家か

に
な
れ
た
」
と
振ふ

り
返か

え

っ

た
。

　

９
０
年ね

ん

に
県け

ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

し
た

福ふ
く

島し
ま

ワ
ル
テ
ル
さ
ん
は
帰き

伯は
く

後ご

、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

青せ
い

年ね
ん

部ぶ

長ち
ょ
うを
務つ

と

め
る
な
ど
会か

い

に
貢こ

う

献け
ん

。
現げ

ん

在ざ
い

は
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

近き
ん

郊こ
う

で
整せ

い

形け
い

外げ

科か

な
ど
５
つ
の
専せ

ん

門も
ん

ク

リ
ニ
ッ
ク
を
経け

い

営え
い

す
る
。

　

福ふ
く

島し
ま

さ
ん
は
「
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

だ

っ
た
こ
ろ
、
祖そ

先せ
ん

の
墓は

か

に
線せ

ん

香こ
う

を
あ
げ
た
と
き
に
感か

ん

動ど
う

が

こ
み
上あ

げ
、
私わ

た
し
の
ア
イ
デ
ン

　
「
飛ひ

行こ
う

機き

で
２
０
時じ

間か
ん

く
ら

い
旅た

び

を
し
て
、
沖お

き

縄な
わ

に
帰か

え
っ
て

来き

た
み
た
い
」
―
―
Ｈ
Ｙ
メ

ン
バ
ー
の
一ひ

と

人り

、
仲な

か

宗そ

根ね

泉
い
ず
み

は
伯は

っ

国こ
く

の
第だ

い

一い
ち

印い
ん

象し
ょ
うを
そ
う

語か
た

っ
た
。
１
１
月が

つ

８
日か

午ご

後ご

８
時じ

に
、
聖せ

い

市し

リ
ベ
ル
ダ
ー

デ
区く

の
文ぶ

ん

協き
ょ
う

大だ
い

講こ
う

堂ど
う

（R
ua 

Sao Joaq
u
im
, 3
8
1

）

で
一い

ち

夜や

限か
ぎ

り
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

行お
こ
な
っ
た
、
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

出し
ゅ
っ
し
ん身の
大だ

い

人に
ん

気き

バ
ン
ド
「
Ｈ
Ｙ
」。
７
日か

に
到と

う

着ち
ゃ
くし
た
メ
ン
バ
ー
は
、
そ

の
足あ

し

で
午ご

後ご

５
時じ

か
ら
文ぶ

ん

協
き
ょ
う

大だ
い

講こ
う

堂ど
う

前ま
え

で
記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

を
行

お
こ
な

い
、
冒ぼ

う

頭と
う

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語か

た

っ
た
。

　

Ｈ
Ｙ
は
、
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

う
る
ま

市し

出し
ゅ
っ
し
ん身
の
新し

ん

里ざ
と

英ひ
で

之ゆ
き

、
名な

嘉か

俊し
ゅ
ん、
許き

ょ

田だ

信し
ん

介す
け

、
仲な

か

宗そ

テ
ィ
テ
ィ
ー
を
再さ

い

発は
っ

見け
ん

し
た
」

と
当と

う

時じ

を
懐な

つ

か
し
み
な
が

ら
、
自み

ず
か
ら
の
仕し

事ご
と

に
お
い
て
も

「
福ふ

く

岡お
か

大だ
い

学が
く

医い

学が
く

部ぶ

の
恩お

ん

師し

か
ら
最さ

い

先せ
ん

端た
ん

の
医い

療り
ょ
う

技ぎ

術じ
ゅ
つを

教お
そ

わ
っ
た
と
同ど

う

時じ

に
、
親し

ん

切せ
つ

・

感か
ん

謝し
ゃ

・
慈じ

悲ひ

・
丁て

い

寧ね
い

な
ど
の

日に

本ほ
ん

精せ
い

神し
ん

も
授さ

ず

か
っ
た
。
帰き

国こ
く

し
て
か
ら
も
こ
の
精せ

い

神し
ん

は

私わ
た
しの
中な

か

に
生い

き
生い

き
と
宿や

ど
っ
て

い
る
」
と
胸む

ね

を
張は

っ
た
。

　

式し
き

典て
ん

で
は
県け

ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

た

ち
が
感か

ん

謝し
ゃ

の
思お

も

い
を
込こ

め
て
、

小お

川が
わ

知ち

事じ

ら
に
花は

な

束た
ば

を
贈ぞ

う

呈て
い

根ね

泉い
ず
みの
４
人に

ん

で
構こ

う

成せ
い

さ
れ
た

バ
ン
ド
。
幼

お
さ
な

馴な

染じ
み

同ど
う

士し

で

２
０
０
０
年ね

ん

に
結け

っ

成せ
い

さ
れ
、

若わ
か

い
世せ

代だ
い

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
支し

持じ

さ

れ
て
い
る
。

　

ラ
イ
ブ
で
は
チ
ケ
ッ
ト
を
即そ

く

日じ
つ

完か
ん

売ば
い

さ
せ
る
人に

ん

気き

を
誇ほ

こ

り
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅こ

う

白は
く

歌う
た

合が
っ

戦せ
ん

に
も
２

度ど

出し
ゅ
つ

演え
ん

。
今こ

ん

回か
い

は
Ｚ
ａ
ｉ 

Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が

　

日に

本ほ
ん

人じ
ん

ギ
タ
リ
ス
ト
・
金か

ね

田だ

聖し
ょ
う

治じ

さ
ん
企き

画か
く

の
ジ
ャ
ズ

公こ
う

演え
ん

が
２
６
日に

ち

、
聖せ

い

市し

リ
ベ

ル
ダ
ー
デ
区く

の
曹そ

う

洞と
う

宗し
ゅ
う

佛ぶ
っ

心し
ん

寺じ

の
堂ど

う

内な
い

で
行お

こ
な
わ
れ
、
約や

く

１
０
０
人に

ん

が
訪お

と
ずれ
た
。

　

夜よ
る

７
時じ

３
０
分ぷ

ん

。
寺て

ら

の
正せ

い

門も
ん

を
潜く

ぐ

る
と
、
堂ど

う

内な
い

は
薄う

す

明あ

か
り
に
包つ

つ

ま
れ
、
白

び
ゃ
く

檀だ
ん

の
香か

お

り
が
漂た

だ
よ
う
。
バ
ン
ド
の
登と

う

場
じ
ょ
う

を
待ま

つ
観か

ん

客き
ゃ
くは
ど
こ
か
神し

ん

妙
み
ょ
う

な
顔か

お

だ
。

　

午ご

後ご

８
時じ

、
田た

原は
ら

良り
ょ
う

樹じ
ゅ

副ふ
く

住じ
ゅ
う

職し
ょ
くが
挨あ

い

拶さ
つ

を
行お

こ
ない
、
金か

ね

田だ

聖し
ょ
う

治じ

さ
ん
ら
３
人に

ん

の
バ
ン

ド
メ
ン
バ
ー
を
呼よ

び
込こ

ん
だ
。

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
強

き
ょ
う

烈れ
つ

に

焚た

か
れ
、
３
人に

ん

だ
け
が
薄う

す

闇や
み

か
ら
く
っ
き
り
と
浮う

き
上あ

が

る
。
目め

線せ
ん

を
交か

わ
し
、
お
も

む
ろ
に
演え

ん

奏そ
う

を
始は

じ

め
た
。

　

金か
ね

田だ

さ
ん
作さ

っ

曲き
ょ
くの
穏お

だ

や
か

な
ジ
ャ
ズ
が
堂ど

う

内な
い

に
沁し

み
渡わ

た
っ

て
い
く
。
金か

ね

田だ

さ
ん
は
ラ
イ

ブ
前ま

え

、
御お

堂ど
う

ラ
イ
ブ
を
企き

画か
く

し
た
理り

由ゆ
う

に
つ
い
て
「『
静せ

い

』

と
『
動ど

う

』
が
行ゆ

き
来き

す
る
。

そ
ん
な
音お

ん

楽が
く

表ひ
ょ
う

現げ
ん

を
し
て
み

た
い
」
と
語か

た
っ
て
い
た
。
演え

ん

奏そ
う

が
終お

わ
る
と
堂ど

う

内な
い

に
は
静せ

い

寂
じ
ゃ
く

さ
が
満み

ち
る
。

　

こ
の
日ひ

披ひ

露ろ
う

さ
れ
た
の
は

テ
・
ア
レ
グ
レ
移い

住じ
ゅ
う

地ち

に
入

に
ゅ
う

植し
ょ
く

し
、
現げ

ん

在ざ
い

は
グ
ァ
タ
パ
ラ

移い

住じ
ゅ
う

地ち

に
住す

ん
で
い
る
。
記き

者し
ゃ

が
そ
の
人じ

ん

生せ
い

模も

様よ
う

に
聞き

き

入い

っ
て
い
る
最さ

い

中ち
ゅ
う、
伊い

藤と
う

さ

ん
は
ボ
ー
ト
の
外そ

と

の
景け

し
き色
を

ち
ら
っ
と
見み

て
、「
今い

ま

思お
も

え

ば
、
悪わ

る

い
時じ

期き

に
生う

ま
れ
た

わ
ね
」
と
独ひ

と

り
言ご

と

の
よ
う
に

呟つ
ぶ
やい
た
。「
戦せ

ん

中ち
ゅ
うに
生う

ま
れ
、

学が
っ

校こ
う

に
も
行い

け
ず
、〝
カ
イ
ピ

ー
ラ
〞（
田い

な
か舎
者も

の

）
で
イ
ン
デ

ィ
オ
の
よ
う
な
暮く

ら
し
を
し

た
」
と
続つ

づ

け
、
さ
ら
に
「
主し

ゅ

人じ
ん

は
モ
ジ
に
作つ

く

っ
た
家い

え

の
屋や

根ね

か
ら
落お

ち
て
亡な

く
な
っ
た
」
と

も
…
。
そ
ん
な
経け

い

験け
ん

を
経へ

て
、

「
今い

ま

は
グ
ァ
タ
パ
ラ
で
友と

も

達だ
ち

と
楽た

の

し
く
暮く

ら
し
て
い
ま
す
」

と
一ひ

と

言こ
と

。
男だ

ん

女じ
ょ

関か
ん

係け
い

の
な
い
こ

の
逞た

く
ま

し
さ
こ
そ
が
、
開か

い

拓た
く

者し
ゃ

の
共

き
ょ
う

通つ
う

点て
ん

な
の
だ
ろ
う
。

平ひ
ら

野の

恭き
ょ
う

子こ

副ふ
く

領り
ょ
う

事じ

小お

川が
わ

知ち

事じ

「
太ふ

と

い
懸か

け
橋は

し

に
」

各か
っ

国こ
く

の
県け

ん

人じ
ん

会か
い

中ち
ゅ
う

核か
く

人じ
ん

材ざ
い

を
育い

く

成せ
い

主し
ゅ

催さ
い

し
て
、
伯は

っ

国こ
く

初は
つ

公こ
う

演え
ん

を

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
伯は

っ

国こ
く

は
全ぜ

ん

員い
ん

初は
じ

め
て
で
す

が
、
沖お

き

縄な
わ

と
似に

て
い
ま
す
ね
」

と
女じ

ょ

性せ
い

ボ
ー
カ
ル
の
仲な

か

宗そ

根ね

泉い
ず
みは
話は

な

し
始は

じ

め
、「
空く

う

港こ
う

か
ら

こ
こ
ま
で
来く

る
道み

ち

で
、
ガ
ジ
ュ

マ
ル
（
沖お

き

縄な
わ

で
見み

ら
れ
る
常

じ
ょ
う

緑り
ょ
く

高こ
う

木ぼ
く

）
に
似に

た
木き

や
ヤ
シ

の
木き

を
見み

た
。
飛ひ

行こ
う

機き

で
旅た

び

記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

、
伯は

っ

国こ
く

側が
わ

と
の
コ
ラ
ボ
も

Ｈ
Ｙ
「
沖お

き

縄な
わ

に
帰か

え

っ
て
き
た
み
た
い
」

神し
ん

妙み
ょ
う

な
雰ふ

ん

囲い

気き

の
中な

か

、
軽け

い

快か
い

な
演え

ん

奏そ
う

佛ぶ
っ

心し
ん

寺じ

初は
つ

ジ
ャ
ズ
公こ

う

演え
ん

に
１
０
０
人に

ん

「
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
お
か
げ
で
Ｊ
Ｈ
成せ

い

功こ
う

」

平ひ
ら

野の

恭き
ょ
う

子こ

副ふ
く

領り
ょ
う

事じ

が
帰き

朝ち
ょ
う

カ
ル
な
ど
を
務つ

と

め
る
新し

ん

里ざ
と

英ひ
で

之ゆ
き

は
、「
３
年ね

ん

前ま
え

の
世せ

界か
い

ウ
チ

ナ
ー
ン
チ
ュ
大た

い

会か
い

は
、
地じ

元も
と

の
う
る
ま
市し

で
行お

こ
な
わ
れ
た
。
そ

の
時と

き

に
初は

じ

め
て
伯は

っ

国こ
く

や
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うの
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
と
会あ

っ
た
」
と
話は

な

す
。

　

そ
の
時と

き

の
印い

ん

象し
ょ
うを
尋た

ず

ね
る

と
、「
み
ん
な
が
世せ

界か
い

に
出で

て

頑が
ん

張ば

っ
て
い
る
姿す

が
たを
初は

じ

め
て
見み

て
感か

ん

動ど
う

し
た
」
と
喜よ

ろ
こ
び
を
語か

た

る
。
昨さ

く

年ね
ん

ペ
ル
ー
で
初は

つ

公こ
う

演え
ん

を
行

お
こ
な
っ
た
際さ

い

に
、「
伯は

っ

国こ
く

か
ら

駆か

け
つ
け
た
人ひ

と

達た
ち

に
『
伯は

っ

国こ
く

の
公こ

う

演え
ん

も
楽た

の

し
み
に
し
て
い

る
』
と
言い

っ
て
も
ら
え
た
」
と

も
。今こ
ん

回か
い

も
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
人ひ

と

た
ち
が
空く

う

港こ
う

ま
で
迎む

か

え
に
来き

た
。「『
よ
う
こ
そ
Ｈ
Ｙ
』
と

い
う
横お

う

断だ
ん

幕ま
く

を
持も

っ
て
待ま

っ
て

い
て
く
れ
て
、
素す

敵て
き

な
シ
ョ

ー
に
な
る
と
確か

く

信し
ん

し
ま
し
た
」

と
嬉う

れ

し
そ
う
に
語か

た

る
。

福
ふく

岡
おか

県
けん

費
ぴ

留
りゅう

学
がく

生
せい

５０周
しゅう

年
ねん

式
しき

典
てん

（７） ２０１９年第５３６７号  １１月 ９日 （土曜日）

小
お

川
がわ

知
ち

事
じ

（左
ひだり

から２人
り

目
め

）らに感
かん

謝
しゃ

の花
はな

束
たば

を贈
ぞう

呈
てい

した県
けん

費
ぴ

留
りゅう

学
がく

生
せい

たち

ブラジル初
はつ

公
こう

演
えん

を翌
よく

日
じつ

に控
ひか

えたＨＹのメンバーら

　

初は
つ

来ら
い

伯は
く

公こ
う

演え
ん

を
行

お
こ
な

っ
た
、

沖お
き

縄な
わ

出し
ゅ
っ
し
ん身
の
大だ

い

人に
ん

気き

バ
ン
ド

Ｈ
Ｙ
。
報ほ

う

道ど
う

陣じ
ん

の
「
誰だ

れ

か
伯は

っ

国こ
く

に
親し

ん

戚せ
き

は
い
る
か
」
と
い

う
質し

つ

問も
ん

に
、「
親し

ん

戚せ
き

で
は
な
い

が
、
空く

う

港こ
う

で
働は

た
ら

い
て
い
た
ウ

大た
い

会か
い

と
併あ

わ

せ
て
５
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を

盛せ
い

大だ
い

に
祝い

わ

お
う
と
、
主し

ゅ

催さ
い

し

た
福ふ

く

岡お
か

県け
ん

の
意い

向こ
う

で
式し

き

典て
ん

を

　

同ど
う

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

制せ
い

度ど

の
開か

い

始し

は

１
９
６
６
年ね

ん

。
正せ

い

確か
く

に
は
今こ

年と
し

で
５
３
年ね

ん

目め

だ
が
、
世せ

界か
い

ライブの様
よう

子
す

金
かね

田
だ

、ヤニック、イゴール、セルジオ、田
た

原
はら

さん（左
ひだり

から）

　

ド
ラ
マ
ー
の
名な

嘉か

俊
し
ゅ
ん

が
「
伯は

っ

国こ
く

の
人ひ

と

た
ち
と
歌う

た

っ

て
踊お

ど

っ
た
後あ

と

に
、
そ
の
貰も

ら

っ
た

パ
ワ
ー
で
１
曲き

ょ
くで
き
る
か
も
」

と
語か

た

る
と
、報ほ

う

道ど
う

陣じ
ん

か
ら
「
お

ー
！
」
と
歓か

ん

声せ
い

が
上あ

が
っ
た
。

許き
ょ

田だ

信し
ん

介す
け

は
「
来く

る
年ね

ん

齢れ
い

層そ
う

も
バ
ラ
バ
ラ
だ
と
想そ

う

定て
い

し
て
い
る
。
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

の
方か

た

々が
た

と
会あ

う
の
も
楽た

の

し
み
」
と
し
、

「
現げ

ん

地ち

の
１
７
、８
歳さ

い

の
方か

た

た

ち
と
コ
ラ
ボ
す
る
曲き

ょ
く
も
あ
り

ま
す
よ
」
と
特と

く

別べ
つ

な
演え

ん

出し
ゅ
つが

あ
る
こ
と
を
明あ

か
す
。
さ
ら

に
仲な

か

宗そ

根ね

泉い
ず
みは
「
音お

ん

楽が
く

を
通と

お

し
て
、
伯は

っ

国こ
く

の
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

た

ち
に
ウ
チ
ナ
ー
魂

だ
ま
し
いを
伝つ

た

え
た

い
」
と
語か

た
っ
た
。

記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

後ご

は
、
ブ
ラ
ジ

ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

へ
向む

　

在ざ
い

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

の
広こ

う

報ほ
う

文ぶ
ん

化か

班は
ん

に
２ 

０
１
７
年ね

ん

４
月が

つ

か
ら
赴ふ

任に
ん

し

し
て
伯は

っ

国こ
く

に
来き

た
け

ど
、
ま
る

で
沖お

き

縄な
わ

」

と
伯は

っ

国こ
く

の

印い
ん

象し
ょ
うを
語か

た

る
。伯は
っ

国こ
く

の

沖お
き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

と
接せ

っ

し
た

こ
と
が
あ

る
か
と
い

う
質し

つ

問も
ん

に
、

ギ
タ
ー
や

男だ
ん

性せ
い

ボ
ー

し
た
。（
吉よ

し

永な
が

拓た
く

哉や

通つ
う

信し
ん

員い
ん

）
て
い
た
平ひ

ら

野の

恭き
ょ
う

子こ

副ふ
く

領り
ょ
う

事じ

（
３
３
、
東と

う

京き
ょ
う

都と

）
が
７
日か

に
任に

ん

務む

を
終お

え
る
に
当あ

た
り
、

帰き

国こ
く

の
挨あ

い

拶さ
つ

に
来ら

い

社し
ゃ

し
た
。

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス
の
開か

い

館か
ん

１
カ
月げ

つ

前ま
え

に
着

ち
ゃ
く

任に
ん

し
、
立た

ち

上あ

げ
や
軌き

道ど
う

に
乗の

せ
る
と
こ

ろ
ま
で
を
支さ

さ

え
て
き
た
。「
２

年ね
ん

半は
ん

、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
皆み

な

さ
ま

に
お
世せ

話わ

に
な
り
ま
し
た
。

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
存そ

ん

在ざ
い

抜ぬ

き
に
は
、

ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス
の
成せ

い

功こ
う

は

考か
ん
がえ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
感か

ん

謝し
ゃ

の
言こ

と

葉ば

を
の
べ
た
。

任に
ん

期き

中ち
ゅ
うに
印い

ん

象し
ょ
うに
残の

こ

っ
た

逸い
つ

話わ

を
尋た

ず

ね
る
と
、「
眞ま

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

殿で
ん

下か

が
ご
来ら

い

伯は
く

さ
れ

た
と
き
、
ア
ラ
サ
ツ
ー
バ
で
の

受う

け
入い

れ
を
担た

ん

当と
う

し
た
。
安や

す

永な
が

信し
ん

一い
ちノ
ロ
エ
ス
テ
連れ

ん

合ご
う

会か
い
か
い会

長ち
ょ
うら
役や

く

員い
ん

の
皆み

な

さ
ん
が
、
１

ミ
リ
単た

ん

位い

で
細こ

ま

か
く
受う

け
入い

れ
体た

い

制せ
い

を
練ね

り
、
打う

ち
合あ

わ

せ
さ
れ
て
い
た
姿す

が
た
に
感か

ん

動ど
う

し

た
」
と
の
こ
と
。

任に
ん

期き

付つ

き
職

し
ょ
く

員い
ん

だ
っ
た
た

め
、
今こ

ん

後ご

は
民み

ん

間か
ん

に
戻も

ど

る
予よ

定て
い

。「
こ
れ
か
ら
も
日に

本ほ
ん

と
ブ

ラ
ジ
ル
を
つ
な
ぐ
仕し

事ご
と

を
続つ

づ

け
て
い
き
た
い
」
と
力

ち
か
ら

強づ
よ

く

語か
た
っ
た
。

か
い
、
武た

け

田だ

パ
ウ
ロ
照て

る

明あ
き

さ
ん

（
７
８
、
二に

世せ
い

）
の
案あ

ん

内な
い

で

見け
ん

学が
く

。
Ｈ
Ｙ
の
メ
ン
バ
ー
ら
は

「
第だ

い

１
回か

い

移い

民み
ん

の
中な

か

に
沖お

き

縄な
わ

の
人ひ

と

は
居い

た
の
か
」「
沖お

き

縄な
わ

の

人ひ
と

た
ち
は
三さ

ん

線し
ん

を
持も

っ
て
い
た

か
」
な
ど
、
熱ね

っ

心し
ん

に
質し

つ

問も
ん

し

話は
な
しに
聴き

き
入い

っ
た
。

金か
ね

田だ

さ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

き
ょ
く

の
ほ
か
、
ト
ム
・
ジ
ョ
ビ
ン
の

「
Ｇ
ａ
ｒ
ｏ
ｔ
ａ 

ｄ
ｅ 

Ｉ

ｐ
ａ
ｎ
ｅ
ｍ
ａ
」
や
ピ
シ
ン

ギ
ー
ニ
ャ
の
「
Ｃ
ａ
ｒ
ｉ
ｎ

ｈ
ｏ
ｓ
ｏ
」
な
ど
全ぜ

ん

８
曲き

ょ
く。

　

バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
は
、
ベ

ー
シ
ス
ト
・
イ
ゴ
ー
ル
・
ピ

メ
ン
タ
、
ド
ラ
ム
・
セ
ル
ジ

オ
・
レ
ジ
。
ラ
イ
ブ
後こ

う

半は
ん

に

は
特と

く

別べ
つ

ゲ
ス
ト
と
し
て
コ
ン

ゴ
出し

ゅ
っ
し
ん身
の
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
・

ヤ
ニ
ッ
ク
・
デ
ラ
ス
が
加く

わ

わ
っ

た
。

　

９
時じ

３
０
分ぷ

ん

。
全ぜ

ん

演え
ん

目も
く

が

終し
ゅ
う

了り
ょ
うす
る
と
、
観か

ん

客き
ゃ
くは
総そ

う

立だ

ち
で
惜お

し
み
な
い
拍は

く

手し
ゅ

を
４

人に
ん

に
贈お

く
っ
た
。

　

ラ
イ
ブ
後ご

、
金か

ね

田だ

さ
ん
は

「
今こ

ん

後ご

も
こ
う
い
う
ラ
イ
ブ

を
や
っ
て
い
き
た
い
。
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし

て
く
れ
た
佛ぶ

っ

心し
ん

寺じ

、
お
客き

ゃ
く
さ

ん
に
は
感か

ん

謝し
ゃ

し
か
な
い
で
す
」

と
語か

た
っ
た
。

佛ぶ
っ

心し
ん

寺じ

初は
つ

の
試こ

こ
ろ
み
と
な
っ

た
今こ

ん

回か
い

の
ジ
ャ
ズ
公こ

う

演え
ん

に
つ
い

て
田た

原は
ら

副ふ
く

住じ
ゅ
う

職し
ょ
くは
「
金か

ね

田だ

さ
ん
の
音お

ん

楽が
く

は
寺て

ら

の
雰ふ

ん

囲い

気き

に
合あ

う
も
の
だ
っ
た
の
で
、
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
や
す
か
っ
た
。
お
寺て

ら

に

人ひ
と

が
集あ

つ

ま
っ
て
く
れ
る
と
い

う
こ
と
が
と
て
も
喜よ

ろ
こ
ば
し
く
、

ほ
か
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か
ら
も

協き
ょ
う

力り
ょ
く

依い

頼ら
い

が
あ
れ
ば
ぜ
ひ

応こ
た

え
て
い
き
た
い
」と
語か

た
っ
た
。

　貞子さん（９７歳）は、大正１１
（１９２２）年に東京都深川区洲崎弁天
町に生まれ、両親と共にサンパウロ州ス
ザノ市モンセニョール・ヌノ通り４０５
の賃貸住宅に移り住みました。物件の
所有者は写真店のウラノさん。
　貞子さんは昭和１５（１９４０）年
に秀丸さん（１０７歳）と結婚、昭和
１６（１９４１）年３月１日に英夫さ
ん（７８歳）を出産、昭和３１（１９５６）
年に離婚しました。英夫さんは、１５歳
の時に東京都足立区に住んでいました。
▼連絡先
電話：＋ 81-667-73-9207
Facebookユーザー名：Takehiro  Miyamoto
メールアドレス：miyamoto-offi  ce@blue.ocn.ne.jp

大阪市の司法書士・宮本赳宏が相続手続で
中村貞子さん・中村英夫さんを探している

  Sadako Nakamura nasceu em 1922, no 
distrito de Fukagawa, bairro de Susaki 
Benten, em Tóquio, e mudou-se com os pais 
para o estado de São Paulo, na cidade de 
Suzano,  na casa alugada da rua Monsenhor 
Nuno, 405, cujo propretário é o senhor 
Urano da loja de materiais fotográfi cos.
  Em 1940, casou-se com Hidemaru e 
deu à luz Hideo em 1 de março de 1941, 
divorciando-se em 1956. Aos 15 anos, 
Hideo Nakamura morou no distrito de 
Adachi, em Tóquio.

▼ Contato
TEL：＋ 81-667-73-9207
Facebook：Takehiro  Miyamoto
E-mail：miyamoto-offi  ce@blue.ocn.ne.jp

Escrivão judicial procura por Sadako 
Nakamura e Hideo Nakamura para 

procedimentos de herança
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